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は
じ
め
に

　

土
器
は
考
古
資
料
の
中
で
、も
っ
と
も
普
遍
的
な
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
。

土
を
用
い
て
必
要
に
応
じ
た
形
を
作
り
、
焼
成
す
る
。
そ
う
し
て
得
ら
れ

た
土
器
は
「
う
つ
わ
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、
食
事
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
営
み
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
舞
台
で
あ
る
飛
鳥
・
藤
原
地
域
の
発
掘
調
査
で
も
、

多
く
の
土
器
が
出
土
す
る
。
飛
鳥
時
代
の
土
器
に
は
主
に
須
恵
器
と
土
師

器
の
２
種
が
あ
り
、
古
墳
時
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
器
種（
１
）と

中
国
・
朝
鮮

飛
鳥
の
土
器
と
『
日
本
書
紀
』

小
田
裕
樹

半
島
の
影
響
を
受
け
て
新
た
に
出
現
す
る
器
種
が
あ
る
。飛
鳥
の
土
器
は
、

こ
れ
ら
の
材
質
や
由
来
が
異
な
る
多
様
な
土
器
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
構

成
が
大
き
く
変
化
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
飛
鳥
の
土
器
を
種
々
の
器
種
と
型
式
の
複
合
体

（com
plex

）
と
捉
え
る
視
点
に
立
つ
と
、
飛
鳥
時
代
や
飛
鳥
の
遺
跡
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
本
稿
で
は

飛
鳥
時
代
の
土
器
を
中
心
に
最
新
の
研
究
成
果
を
含
め
て
論
じ
、『
日
本

書
紀
』
の
時
代
と
そ
の
舞
台
で
あ
る
飛
鳥
の
歴
史
的
特
質
の
一
端
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
の
筆
者
の
考
え
を
示
し
た
い
。
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１
．
飛
鳥
の
土
器
と
２
つ
の
土
器
様
式

　
（
１
）　

西
弘
海
に
よ
る
飛
鳥
の
土
器
様
式
研
究

　

飛
鳥
の
土
器
の
変
遷
は
、
西
弘
海
に
よ
り
大
枠
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

西
は
７
世
紀
の
土
器
に
つ
い
て
、当
初
４
期
に
区
分
し
て
変
遷
を
捉
え（
西

1982

、脱
稿
は1974

）、そ
の
後
５
期
に
区
分
す
る
編
年
案
を
提
示
し
た（
西

1978

、
図
１
）。
こ
れ
が
飛
鳥
Ⅰ
～
Ⅴ
の
い
わ
ゆ
る
飛
鳥
編
年
と
し
て
定

着
す
る
。
こ
の
飛
鳥
編
年
に
つ
い
て
は
近
年
、
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
第
二
章
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

　

西
の
土
器
研
究
は
、
古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
至
る
土
器
様
式
の
変
遷
と

そ
の
歴
史
的
背
景
を
探
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
は
、
各
土
器
群
の
比
較
か

ら
様
式
標
徴（m

erkm
al

）を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
り
土
器
様
式
を
捉
え
、

そ
の
成
立
過
程
と
様
式
的
特
質
か
ら
歴
史
的
背
景
を
探
ろ
う
と
試
み
た

（
西1982

）。

　

西
は
、
飛
鳥
時
代
の
土
器
に
つ
い
て
「
金
属
器
指
向
」
を
様
式
標
徴
と

み
て
重
視
す
る
。
そ
し
て
、
７
世
紀
初
頭
に
金
属
製
容
器
の
直
接
的
模
倣

に
よ
る
新
器
種
が
朝
鮮
半
島
の
影
響
を
受
け
て
出
現
し
、
古
墳
時
代
の
食

器
類
に
代
わ
る
「
金
属
器
指
向
型
」
と
も
い
う
べ
き
様
式
の
転
換
が
み
ら

れ
る
と
し
た
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
６
世
紀
末
葉
以
降
わ
が
国
に
導
入
さ

れ
た
朝
鮮
三
国
の
仏
教
文
化
の
影
響
を
考
え
る
。
次
に
、
７
世
紀
後
半
の

食
器
類
を
中
心
に
「
法
量
の
規
格
性
」
を
前
提
と
す
る
「
法
量
分
化
」、「
多

図１　西弘海による飛鳥の土器の大別（西1978）
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様
な
器
種
分
化
」、「
須
恵
器
・
土
師
器
の
互
換
性
」
と
い
う
３
つ
の
特
徴

を
挙
げ
、「
金
属
器
指
向
型
」
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
社
会
発
展
の
方

向
と
性
格
に
あ
わ
せ
て
独
自
な
性
格
を
も
つ
も
の
に
発
展
し
た
と
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
土
器
様
式
に
「
い
さ
さ
か
奇
妙
な
表
現
」
と
躊
躇
し
つ
つ

「
律
令
的
土
器
様
式
」
の
名
称
を
与
え
た
。
西
は
、
律
令
的
土
器
様
式
の

成
立
は
「
律
令
制
古
代
国
家
の
中
核
を
な
す
、
官
僚
制
の
発
展
と
大
量
の

官
人
層
の
出
現
と
そ
の
特
殊
な
生
活
形
態
」
を
前
提
と
し
て
理
解
で
き
る

と
し
た
。

　

西
の
研
究
は
、
飛
鳥
時
代
の
土
器
様
式
の
成
立
と
展
開
が
律
令
国
家
の

成
立
・
展
開
と
関
連
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
こ
と
、
土
器
の
分
析
か
ら
律

令
国
家
・
律
令
社
会
の
あ
り
方
を
読
み
解
く
歴
史
叙
述
の
方
法
を
示
し
た

点
で
高
く
評
価
で
き
る
。
特
に
、
土
器
様
式
変
化
の
背
後
に
あ
る
外
的
要

因
・
内
的
要
因
を
示
し
う
る
考
古
学
的
属
性
を
見
出
し
、
そ
の
動
態
か
ら

歴
史
的
背
景
の
説
明
を
試
み
る
研
究
方
法
を
提
示
し
た
点
が
重
要
で
あ

り
、
飛
鳥
の
土
器
研
究
を
進
め
る
上
で
継
承
す
べ
き
視
点
で
あ
る
。

　
（
２
）　

飛
鳥
時
代
の
２
つ
の
土
器
様
式　

　

筆
者
は
、
西
の
研
究
を
受
け
て
、
飛
鳥
の
土
器
に
つ
い
て
再
検
討
を
お

こ
な
っ
た
（
小
田2016b

）。
こ
れ
は
、
西
の
提
唱
以
降
、
律
令
的
土
器

様
式
の
概
念
に
対
し
て
研
究
者
に
よ
っ
て
多
様
な
解
釈
が
生
じ
る
状
況
が

あ
り
（
高
橋1999

）、
西
が
対
象
と
し
た
飛
鳥
・
藤
原
・
平
城
地
域
の
資

料
の
再
検
討
と
新
出
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
飛
鳥
の
土
器
は
、
西
に
よ
る
様
相
区
分
の
飛
鳥
Ⅰ
・
Ⅱ
と

飛
鳥
Ⅲ
・
Ⅳ
・
Ⅴ
の
間
に
、
食
器
構
成
の
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
見
出
し
た
（
小
田2012a

・2016b

）。
す
な
わ
ち
、
須
恵
器
杯
Ｈ
・
杯

Ｇ
お
よ
び
土
師
器
杯
Ｃ
・
高
杯
Ｃ
を
基
本
器
種
と
す
る
飛
鳥
Ⅰ
・
Ⅱ
と
須

恵
器
杯
Ａ
・
Ｂ
、
土
師
器
杯
Ａ
・
Ｃ
・
皿
Ａ
を
基
本
器
種
と
す
る
飛
鳥
Ⅲ

以
降
で
は
、
複
数
器
種
に
ま
た
が
る
違
い
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
は
土
器
様

式
の
違
い
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
筆
者
は
、
飛
鳥
Ⅰ
・
Ⅱ
の
土
器
様

式
を
「
飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
」
と
仮
称
し（
２
）、

飛
鳥
Ⅲ
以
降
の
土
器

様
式
を
西
が
提
唱
し
た
「
律
令
的
土
器
様
式
」
に
該
当
す
る
と
解
し
た（
３
）。

　

飛
鳥
時
代
に
２
つ
の
土
器
様
式
が
存
在
し
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
転
換

が
認
め
ら
れ
る
点
が
飛
鳥
の
土
器
の
最
大
の
特
徴
と
い
え
る
。
次
に
両
者

を
比
較
し
、
そ
の
特
質
を
述
べ
る
。

飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式　

飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
は
、
古
墳
時

代
以
来
の
伝
統
的
器
種
と
金
属
器
を
指
向
す
る
新
た
な
器
種
の
２
つ
の
系

統
の
器
種
が
併
存
す
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

明
日
香
村
甘
樫
丘
東
麓
遺
跡SK

184

は
こ
の
土
器
様
式
の
典
型
的
な
土

坑
出
土
一
括
資
料
で
あ
る
。SK

184

出
土
土
器
は
土
師
器
杯
Ｃ
・
杯
Ｇ
・
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高
杯
Ｃ
、
須
恵
器
杯
Ｈ
・
杯
Ｇ
を
主
体
と
し
（
奈
良
文
化
財
研
究
所

2010

、
図
２
）、
小
型
食
器
で
あ
る
土
師
器
杯
Ｃ
Ⅲ
・
杯
Ｇ
Ⅲ
、
須
恵
器

杯
Ｇ
と
反
転
し
た
須
恵
器
杯
Ｈ
蓋
の
法
量
が
ほ
ぼ
等
し
く
、
い
ず
れ
も
底

部
に
丸
み
を
も
ち
、
口
縁
部
が
直
立
気
味
に
立
ち
上
が
る
と
い
う
形
態
が

類
似
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
須
恵
器
・
土
師
器
に
よ
る
丸
底
の
小
型
杯
類
を

基
本
と
し
て
、
土
師
器
杯
Ｃ
Ⅰ
・
Ｃ
Ⅱ
、
杯
Ｇ
Ⅱ
と
い
う
相
似
形
の
大
型
・

中
型
の
杯
や
皿
Ａ
が
加
わ
る
食
器
構
成
を
復
元
で
き
る
（
小
田2012a

）。

ま
た
、
土
師
器
高
杯
Ｃ
も
杯
類
と
等
量
出
土
し
て
お
り
、
高
杯
も
基
本
的

な
食
器
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

「
律
令
的
土
器
様
式
」　

飛
鳥
Ⅲ
以
降
の
「
律
令
的
土
器
様
式
」
は
、
新
た

な
金
属
器
指
向
型
の
器
種
が
出
現
・
定
着
す
る
。
ま
た
、
飛
鳥
時
代
前
半

期
土
器
様
式
に
属
す
る
金
属
器
指
向
型
の
器
種
を
踏
襲
す
る
い
っ
ぽ
う
、

古
墳
時
代
以
来
の
器
種
が
み
ら
れ
な
く
な
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

明
日
香
村
大
官
大
寺
下
層SK

121

の
土
器
群
で
は
、
須
恵
器
杯
Ａ
、
土

師
器
杯
Ａ
、
須
恵
器
・
土
師
器
杯
Ｂ
が
主
体
と
な
り
、
須
恵
器
杯
Ｈ
は
み

ら
れ
な
い
（
西
口
・
玉
田2001

、
図
３
）。
こ
れ
ら
の
器
種
が
台
付
・
平

底
形
態
を
特
徴
と
す
る
こ
と
か
ら
、
小
型
丸
底
器
種
主
体
の
飛
鳥
時
代
前

半
期
土
器
様
式
と
は
異
な
る
食
器
構
成
へ
と
転
換
し
た
も
の
と
評
価
す

る
。
こ
の
台
付
・
平
底
器
種
主
体
の
食
器
構
成
を
基
本
と
し
て
、
飛
鳥
Ⅳ

以
降
、
大
型
法
量
の
器
種
が
増
加
し
法
量
分
化
が
複
雑
化
す
る
な
ど
、
各

遺
跡
・
遺
構
に
よ
り
多
様
な
土
器
様
相
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
台
付
・
平
底

器
種
を
主
体
と
す
る
食
器
構
成
は
、
飛
鳥
時
代
後
半
以
降
、
奈
良
時
代
に

続
く
土
器
様
式
の
基
調
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
の
土
器
様
式
こ
そ
西
弘
海
が

見
出
し
た
律
令
的
土
器
様
式
に
あ
た
る
と
捉
え
て
い
る
。

土
器
様
式
転
換
の
意
義　

こ
の
よ
う
に
飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
か
ら

「
律
令
的
土
器
様
式
」
へ
の
変
化
は
、
小
型
丸
底
食
器
主
体
か
ら
台
付
・

平
底
食
器
主
体
へ
の
食
器
構
成
の
転
換
が
本
質
と
考
え
ら
れ
る

（
図
５
・
６
）。
こ
の
土
器
様
式
の
変
化
の
要
因
と
背
景
は
、
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
７
世
紀
の
土
器
の
変
化
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。

　

朝
鮮
半
島
（
百
済
・
新
羅
）
で
は
７
世
紀
前
後
に
有
蓋
台
付
椀
を
主
体

と
す
る
食
器
構
成
へ
と
変
化
す
る
（
図
４
）。
こ
れ
は
中
国
に
由
来
す
る

金
属
製
鋺
を
各
国
で
そ
れ
ぞ
れ
模
倣
し
、
食
器
構
成
の
中
に
受
容
し
た
結

果
と
み
ら
れ
る
（
小
田2016a

）。
飛
鳥
時
代
の
土
器
様
式
の
変
化
に
つ
い

て
も
同
様
に
、
有
蓋
台
付
椀
を
主
体
と
す
る
大
陸
的
な
食
器
構
成
を
受
容

し
た
結
果
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
小
田2012a

・2016b

）（
４
）。

　

ま
た
小
型
丸
底
食
器
主
体
か
ら
台
付
・
平
底
食
器
主
体
へ
の
食
器
構
成

の
変
化
は
、
食
器
と
し
て
の
土
器
の
使
用
方
法
と
深
く
関
連
す
る
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
、
小
型
丸
底
形
態
の
器
種
は
手
持
ち
食
器
（
内
山1997

）

で
あ
り
、
食
器
を
持
ち
上
げ
手
づ
か
み
で
食
事
す
る
食
事
作
法
と
関
連
す

る
。
台
付
・
平
底
器
種
は
置
食
器
で
あ
り
、
食
器
を
台
上
に
置
き
箸
・
匙
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図２　飛鳥時代前半の食器構成（甘樫丘東麓遺跡SK184出土土器）

図３　飛鳥時代後半の食器構成（大官大寺下層SK121出土土器）

図４　朝鮮半島の有蓋台付椀
（左：百済扶余莘岩里遺跡、右：新羅慶州皇南洞建物跡）
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を
用
い
た
食
事
に
適
す
る
。
筆
者
は
古
代
日
本
の
「
律
令
的
土
器
様
式
」

の
成
立
と
は
、
台
付
食
器
を
台
上
に
置
き
、
箸
・
匙
を
使
用
し
て
食
べ
る

東
ア
ジ
ア
共
通
の
食
事
作
法
の
受
容
を
反
映
し
、
饗
宴
・
儀
式
の
場
で
の

食
事
に
関
わ
る
中
国
的
な
礼
法
の
受
容
に
関
連
す
る
と
考
え
る
。

　

飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
と
「
律
令
的
土
器
様
式
」
は
土
器
様
式
内

に
金
属
器
指
向
型
の
器
種
を
含
む
点
で
は
同
じ
特
徴
を
も
つ
。
し
か
し
、

飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
は
食
器
を
持
ち
上
げ
て
手
食
す
る
古
墳
時
代

以
来
の
伝
統
的
な
食
事
作
法
に
軸
足
を
置
い
た
う
え
で
の
新
器
種
の
受
容

で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
「
律
令
的
土
器
様
式
」
で
は
、
置
食
器
を
使
用
し
、

箸
・
匙
を
用
い
る
大
陸
風
の
食
事
作
法
に
対
応
し
た
新
た
な
食
器
構
成
へ

転
換
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
事
作
法
・
食
事
様
式
に
ま
で
及
ぶ
様
式
変

化
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

こ
れ
は
古
代
日
本
が
、
隋
・
唐
の
成
立
に
始
ま
る
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
変

化
を
契
機
と
し
て
、
中
国
式
の
礼
法
や
律
令
を
継
受
し
、
そ
の
実
践
を
試

み
た
７
世
紀
の
一
連
の
政
治
・
社
会
動
向
（
鈴
木2011

・
大
隅2011

）
と

深
く
関
連
す
る
も
の
と
考
え
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
前
時
代
的
な
作
法
で

あ
る
匍
匐
礼
に
対
し
て
、
中
国
式
の
跪
礼
や
立
礼
の
導
入
が
図
ら
れ
て
い

る
（
新
川1986

、
西
本1998

）。
こ
の
受
容
過
程
か
ら
は
、
当
該
期
に
中

国
式
の
礼
法
の
導
入
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
一
方
で
新
た
な
礼
法
の
受

容
に
は
前
代
以
来
の
伝
統
的
な
行
動
様
式
と
の
間
で
軋
轢
が
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
。

　

飛
鳥
の
土
器
様
式
の
変
化
か
ら
読
み
取
っ
た
食
器
構
成
・
食
事
様
式
の

変
化
に
つ
い
て
も
同
様
の
脈
絡
で
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る
。
２

つ
の
土
器
様
式
は
、
ど
ち
ら
も
中
国
・
朝
鮮
半
島
に
由
来
す
る
新
た
な
食

器
を
取
り
入
れ
る
が
、
飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
か
ら
「
律
令
的
土
器

様
式
」
へ
の
転
換
は
大
陸
の
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
、
食
事
様
式
全
般
の

転
換
を
と
も
な
っ
た
変
化
で
あ
っ
た
（
図
７
）。
同
時
に
、
古
代
日
本
が

大
陸
由
来
の
新
た
な
文
化
を
受
容
す
る
に
あ
た
り
、食
事
の
場
面
で
も「
旧

俗
」
と
も
い
え
る
古
墳
時
代
以
来
の
伝
統
と
の
対
立
が
あ
り
、
い
か
に
こ

の
相
克
を
乗
り
越
え
る
か
が
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

以
上
、
本
章
で
は
飛
鳥
の
土
器
に
つ
い
て
、
飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様

式
（
飛
鳥
Ⅰ
・
Ⅱ
）
と
「
律
令
的
土
器
様
式
」（
飛
鳥
Ⅲ
～
Ⅴ
）
の
２
つ

の
土
器
様
式
か
ら
な
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
背
景
に
古
墳
時

代
以
来
の
伝
統
的
な
食
事
作
法
・
食
事
様
式
か
ら
大
陸
風
の
新
し
い
食
事

作
法
・
食
事
様
式
へ
の
転
換
が
あ
っ
た
と
考
え
た
。

　

こ
の
理
解
に
従
う
と
、
次
に
「
律
令
的
土
器
様
式
」
へ
の
転
換
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
契
機
で
起
こ
り
、
い
か
な
る
過
程
を
経
て
進
ん
だ
の
か
、
と

い
う
問
い
が
生
じ
る
。
こ
の
課
題
を
考
え
る
上
で
近
年
、
重
要
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
本
稿
の
内
容
と
も
深
く
関
連
す
る
た
め
、
次
章

で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
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図５　飛鳥時代前半期土器様式の様式構造（小田2016b）

図６　「律令的土器様式」の様式構造（小田2016b）

図７　飛鳥時代前半期土器様式から「律令的土器様式」へ（小田2016b）
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２
．
飛
鳥
の
土
器
を
め
ぐ
る
研
究
動
向

　
（
１
）　
「
飛
鳥
時
代
の
土
器
編
年
再
考
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

2019

年
７
月
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
と
歴
史
土
器
研
究
会
の
共
催
で

「
飛
鳥
時
代
の
土
器
編
年
再
考
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
飛
鳥
編
年
の
「
高
精
度
化
」
が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
り
、
飛
鳥
の
土
器
に
直
接
関
わ
る
４
本
の
報
告
と
難
波
お
よ
び
畿

外
の
事
例
報
告
４
本
（
う
ち
一
本
は
紙
上
報
告
）
の
研
究
報
告
が
な
さ
れ

た
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
・
歴
史
土
器
研
究
会2019

）。

　

こ
の
う
ち
、
森
川
実
と
大
澤
正
吾
の
報
告
で
は
、
飛
鳥
の
須
恵
器
と
土

師
器
に
つ
い
て
サ
ン
プ
ル
の
質
や
計
測
誤
差
な
ど
の
取
得
デ
ー
タ
の
質
の

吟
味
を
ふ
ま
え
、
統
計
学
的
手
法
を
用
い
た
計
量
的
分
析
の
成
果
が
示
さ

れ
た
（
森
川2019

、
大
澤2019

）。
両
者
の
研
究
は
定
量
的
属
性
を
対
象

と
し
、
方
法
論
的
な
限
界
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
サ
ン
プ
ル
の
吟
味
と
質

の
確
保
を
重
視
し
た
こ
と
、
実
物
の
計
測
を
徹
底
し
て
お
こ
な
う
こ
と
に

よ
り
計
測
誤
差
な
ど
の
ノ
イ
ズ
を
極
力
排
し
た
分
析
に
特
徴
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
須
恵
器
・
土
師
器
の
主
要
器
種
の
口
径
の
変
化
と
時
間
的
推

移
と
の
関
係
や
法
量
分
化
と
し
て
従
来
捉
え
ら
れ
て
き
た
土
器
群
中
の
口

径
の
大
小
の
実
態
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
森
川
は
口
径
を

軸
に
杯
身
と
蓋
の
セ
ッ
ト
関
係
や
食
器
構
成
原
理
の
変
化
に
つ
い
て
考
察

し
、
大
澤
は
定
量
的
属
性
と
調
整
・
暗
文
・
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
な
ど
の
定
性
的

属
性
を
組
み
合
わ
せ
て
各
土
器
群
の
変
遷
を
捉
え
る
な
ど
、
両
者
は
土
器

編
年
の
「
高
精
度
化
」
と
そ
の
先
に
あ
る
歴
史
叙
述
の
方
法
論
的
開
拓
を

試
み
て
い
る
。
今
後
も
進
め
ら
れ
る
べ
き
重
要
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
須
恵
器
を
扱
う
森
川
と
土
師
器
を
扱
う
大
澤
の
「
両
者
が
噛

み
合
っ
て
尾
野
報
告
を
支
え
て
い
る
」（
森
川2019

）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、

尾
野
善
裕
の
「
飛
鳥
時
代
宮
都
土
器
編
年
の
再
編
に
向
け
て
」
と
題
す
る

研
究
報
告
（
尾
野2019

）
が
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
核
心
と
い
え
る
。
そ
こ

で
、
次
に
尾
野
の
研
究
成
果
を
整
理
し
、
筆
者
の
意
見
を
述
べ
る
。

　
（
２
）　

尾
野
善
裕
に
よ
る
飛
鳥
編
年
の
再
検
討
と
諸
問
題

　

尾
野
は
西
弘
海
の
飛
鳥
編
年
（
５
期
区
分
編
年
）
に
つ
い
て
、
暦
年
代

観
と
の
齟
齬
や
５
期
区
分
さ
れ
た
「
型
式
（
期
）」
の
複
数
に
ま
た
が
る

内
容
を
も
つ
土
器
群
の
存
在
が
認
識
さ
れ
始
め
て
久
し
く
、
こ
の
土
器
編

年
観
は
日
本
各
地
の
古
代
遺
跡
の
評
価
に
大
き
く
関
わ
る
と
し
て
再
検
討

の
必
要
性
を
提
起
し
、
以
下
の
論
を
展
開
し
た
。

①�

研
究
史
整
理
と
飛
鳥
編
年
の
問
題
点　

尾
野
は
飛
鳥
編
年
の
研
究
史
を

整
理
し
、
西
の
飛
鳥
編
年
の
背
景
に
小
林
行
雄
の
形
式
（
器
種
）・
要

素
の
消
長
で
大
き
く
類
型
区
分
す
る『
唐
古
』様
式
論
の
影
響
を
み
る
。

そ
し
て
、
こ
の
編
年
方
法
は
、
同
時
期
の
土
器
群
で
あ
っ
て
も
基
準
と

な
る
べ
き
形
式
（
器
種
）
や
要
素
が
欠
落
し
て
い
た
場
合
、
時
期
的
先
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後
関
係
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
構
造
的
な
弱
点
が
あ
る

と
す
る
。
こ
れ
は
現
在
宮
都
の
土
器
編
年
に
求
め
ら
れ
て
い
る
20
年
あ

る
い
は
10
年
と
い
っ
た
短
い
時
間
で
の
変
遷
を
議
論
す
る
場
合
に
問
題

が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

② 

有
効
な
編
年
方
法
の
吟
味　

そ
こ
で
、「
出
土
状
態
か
ら
ま
と
ま
り
を

も
つ
と
認
識
さ
れ
る
土
器
群
を
編
年
す
る
に
あ
た
り
、特
定
の
形
式（
器

種
）や
要
素
の
消
長
か
ら
大
き
な
変
化
の
方
向
性
を
読
み
取
る
」（
５
頁
、

本
節
の
引
用
は
す
べ
て
尾
野2019
）
編
年
の
方
法
は
踏
襲
し
、
時
期
の

細
分
を
い
か
に
進
め
る
か
を
課
題
と
す
る
。
そ
し
て
、
比
較
的
近
接
し

た
時
期
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
複
数
の
土
器
群
に
一
定
量
含
ま
れ
て
い

る
同
一
形
式
（
器
種
）
を
比
較
し
、
そ
の
様
相
の
類
似
性
を
手
が
か
り

と
し
て
土
器
群
を
分
類
（
群
別
）・
序
列
化
す
る
こ
と
が
有
効
と
の
見

通
し
を
示
す
。
こ
れ
に
古
文
献
な
ど
か
ら
知
り
得
る
情
報
や
共
伴
し
た

紀
年
木
簡
で
暦
年
代
観
を
付
与
し
、
矛
盾
が
生
じ
な
け
れ
ば
現
時
点
で

は
有
効
な
仮
説
と
し
て
成
立
す
る
、
と
し
て
編
年
お
よ
び
暦
年
代
観
付

与
の
方
法
を
提
示
す
る
。

③ 

分
析
と
結
果　

対
象
資
料
と
し
て
飛
鳥
・
藤
原
地
域
（
平
城
地
域
の
３

例
を
含
む
）
に
お
け
る
計
28
例
の
「
ま
と
ま
り
を
も
つ
」
土
器
群
を
取

り
上
げ
、「
通
時
的
な
検
討
に
適
し
た
形
式
（
器
種
）」
と
し
て
飛
鳥
時

代
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
は
須
恵
器
杯
Ｈ
（
お
よ
び
蓋
）、
飛
鳥
時

代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
は
土
師
器
杯
Ｃ
を
対
象
と
す
る
。
分
析
の

結
果
、
須
恵
器
杯
Ｈ
を
最
大
径
が
漸
移
的
に
縮
小
す
る
傾
向
か
ら
６
様

相
に
、
土
師
器
杯
Ｃ
を
扁
平
化
す
る
傾
向
か
ら
７
様
相
に
区
分
し
た
。

そ
し
て
、各
様
相
の
組
合
せ
か
ら
土
器
群
の
序
列
を
整
理
し
た（
図
８
）。

④ 

暦
年
代
観
の
付
与　

区
分
し
た
各
様
相
に
対
し
て
、「
仮
に
15
年
を
単

位
と
し
て
年
代
観
を
付
与
し
て
み
る
と
、
既
知
の
年
代
推
定
根
拠
と
良

く
合
致
す
る
」（
11
頁
）
こ
と
か
ら
、「
こ
の
15
年
区
分
編
年
観
は
有
力

な
仮
説
と
し
て
成
り
立
ち
う
る
」（
同
）
と
す
る
。
ま
た
、
再
度
各
土

器
群
を
吟
味
し
、
15
年
程
度
に
年
代
幅
を
絞
り
込
む
た
め
に
は
同
形
式

（
器
種
）
の
土
器
が
一
定
数
以
上
あ
る
土
器
群
と
い
う
条
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
こ
と
、
標
本
数
が
少
な
い
場
合
で
も
２
段
階
分
＝
30
年
程

度
を
単
位
と
す
る
年
代
区
分
な
ら
ば
、
相
当
に
信
頼
度
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
し
て
編
年
の
精
度
と
有
効
性
を
確
認
す
る
。

⑤ 

考　

察　

以
上
の
編
年
作
業
を
ふ
ま
え
考
察
に
進
む
。
特
に
東
海
産
須

恵
器
の
宮
都
へ
の
大
量
供
給
が
み
ら
れ
る
画
期
と
評
価
し
た
「
飛
鳥
浄

御
原
宮
期
」
の
土
器
群
に
注
目
し
、
こ
の
時
期
の
土
器
様
相
が
多
様
性

を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
一
概
に
年
代
差
と
さ

れ
て
き
た
飛
鳥
Ⅱ
～
Ⅴ
と
い
う
様
相
差
が
使
用
階
層
の
差
と
し
て
表
出

し
て
い
る
可
能
性
を
提
起
す
る
。
そ
し
て
、
飛
鳥
Ⅲ
を
特
徴
づ
け
る
須

恵
器
杯
Ｂ
な
ど
新
し
い
土
器
形
式
（
器
種
）
の
出
現
を
新
文
化
と
し
て



飛鳥の土器と『日本書紀』─ 341 ─

捉
え
て
き
た
従
来
の
研
究
に
対
し
て
、「
海
外
渡
来
の
新
文
化
が
地
域
・

階
層
を
超
え
て
共
時
的
に
拡
が
る
ほ
ど
古
代
の
日
本
は
斉
一
的
で
も
な

け
れ
ば
、画
一
的
な
社
会
で
も
な
か
っ
た
は
ず
だ
」（
14
頁
）と
主
張
し
、

「
宮
都
の
土
器
は
ま
さ
に
宮
都
の
土
器
で
あ
る
と
い
う
そ
の
特
殊
性
に

よ
っ
て
、
日
本
全
体
の
中
で
も
と
り
わ
け
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と

を
、
研
究
の
上
で
は
常
に
念
頭
に
お
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
」（
14
頁
）

と
指
摘
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
尾
野
の
研
究
は
飛
鳥
の
土
器
に
対
し
て
15
年
単
位
の

「
高
精
度
」
の
編
年
を
試
み
、
そ
の
結
果
か
ら
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
に

お
け
る
土
器
様
相
の
画
期
と
遺
跡
の
性
格
に
よ
る
土
器
様
相
の
違
い
を
見

出
し
た
。
こ
れ
は
従
来
、
西
の
「
５
期
区
分
編
年
」
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
る
傾
向
の
あ
っ
た
飛
鳥
の
土
器
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
る
画
期
的
な

成
果
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
尾
野
が
展
開
し
た
い
く

つ
か
の
論
点
に
関
し
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
う

ち
４
項
目
に
つ
い
て
以
下
に
論
じ
た
い
。

研
究
史
の
理
解　

飛
鳥
の
土
器
研
究
は
西
以
来
の
土
器
様
式
研
究
と
暦
年

代
観
の
追
究
を
含
め
た
精
緻
な
物
差
し
を
作
る
編
年
研
究
を
２
つ
の
柱
と

し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
尾
野
は
飛
鳥
の
土
器
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
整

理
す
る
が
（
１
～
４
頁
）、
後
者
の
側
面
を
重
視
し
た
ま
と
め
方
で
あ
る

点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

図８　尾野善裕による飛鳥の土器群の様相対比と暦年代観（尾野2019）
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西
が
進
め
た
土
器
研
究
の
本
来
の
目
的
は
、
土
器
様
相
の
推
移
か
ら
土

器
様
式
の
変
化
の
背
景
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。「
土
器
様
式
の
成
立
と
そ

の
背
景
」（
西1982

）
で
示
し
た
７
世
紀
の
土
器
編
年
は
、
古
墳
時
代
か

ら
古
代
に
い
た
る
土
器
様
式
の
転
換
を
読
み
取
る
前
提
と
し
て
、
当
時
確

立
し
て
い
な
か
っ
た
７
世
紀
の
土
器
編
年
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
目
的
の
も
と
、
小
林
行
雄
に
よ
る
『
唐
古
』
様
式
論
を
下
敷
き
に
し
つ

つ
、
飛
鳥
・
藤
原
地
域
の
土
器
群
を
対
象
に
し
て
器
種
・
型
式
の
移
り
変

わ
り
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。『
飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅱ
』

の
「
５
期
区
分
編
年
」（
西1978

）
は
「
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
」

の
編
年
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
資
料
の
限
界
も
あ
り
７
世

紀
の
土
器
の
変
遷
を
大
づ
か
み
に
と
ら
え
た
も
の
で
、
暦
年
代
観
の
追
究

や
「
高
精
度
化
」
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
尾
野
は
『
報
告
Ⅱ
』
の
「
５
期
区
分
編
年
」
に
つ
い

て
、「
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
の
区
分
指
標
を
「
む
し
ろ
詳
述

さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
用
い
、
そ
の
指
標
を
「
公
式
的
に
」
当
て
は
め
る

と
現
在
の
資
料
状
況
か
ら
は
齟
齬
が
大
き
い
と
評
価
し
た
（
１
頁
）。

　

し
か
し
、
西
が
土
器
様
式
の
変
化
を
理
解
す
る
た
め
に
「
土
器
様
式
の

成
立
と
そ
の
背
景
」
で
示
し
た
編
年
と
各
区
分
の
指
標
は
、
尾
野
が
目
指

す
暦
年
代
の
追
究
と
編
年
の
「
高
精
度
化
」
と
は
元
々
の
目
的
と
視
点
を

違
え
て
い
る
。
尾
野
が
整
理
す
る
な
ら
ば
、
土
器
様
式
研
究
を
本
来
の
目

的
と
し
た
西
の
編
年
と
尾
野
が
意
図
す
る
よ
う
な
「
高
精
度
の
編
年
」
と

の
間
で
方
法
論
的
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
に
対
す
る
研
究
史
上
の
議
論
と
、

（
西
の
区
分
指
標
や
編
年
手
法
と
は
無
関
係
に
）
当
該
期
の
時
間
の
変
化

を
最
も
鋭
敏
に
示
す
属
性
の
抽
出
と
そ
の
検
知
方
法
に
つ
い
て
の
議
論
で

は
な
か
っ
た
か
。
西
の
区
分
指
標
を
当
て
は
め
て
「
５
期
区
分
編
年
」
自

体
を
問
題
視
す
る
尾
野
の
研
究
史
整
理
と
批
判
は
適
切
で
な
い（
５
）。

対
象
資
料
の
一
括
性　

尾
野
の
編
年
は
同
一
形
式
を
手
が
か
り
に
「
ま
と

ま
り
を
も
つ
」
各
土
器
群
を
比
較
し
、
分
類
（
群
別
）・
序
列
化
す
る
手

法
で
あ
る
。
こ
の
手
法
自
体
は
妥
当
で
あ
る
が
、
尾
野
が
扱
う
「
ま
と
ま

り
を
も
つ
」
土
器
群
の
内
容
に
幅
が
あ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
、問
題
と
な
る
の
は
出
土
遺
構
に
お
け
る
一
括
性
の
認
定
で
あ
る
。

飛
鳥
編
年
の
基
準
資
料
に
は
土
坑
一
括
廃
棄
資
料
の
ほ
か
整
地
土
出
土
資

料
や
溝
出
土
資
料
が
多
数
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
土
器
を
は
じ
め
と
す
る

大
量
の
塵
芥
を
地
中
へ
廃
棄
す
る
特
徴
的
な
廃
棄
パ
タ
ー
ン
を
背
景
と

し
、
紀
年
木
簡
と
の
共
伴
や
文
献
資
料
に
よ
っ
て
遺
構
や
整
地
な
ど
土
地

の
改
変
時
期
を
押
さ
え
ら
れ
る
資
料
を
多
数
有
す
る
古
代
宮
都
特
有
の
事

情
に
よ
る
（
小
田2016b

）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
含
め
る
こ
と
に

よ
り
、
資
料
点
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、
飛
鳥
・
藤
原
地
域
の
各
資
料
の
中
に
は
厳
密
な
意
味
で
の
「
一
括

遺
物
」
と
、
同
一
の
遺
構
・
層
位
か
ら
一
緒
に
出
土
し
、
あ
る
時
間
幅
で



飛鳥の土器と『日本書紀』─ 343 ─

の
同
時
性
は
認
め
ら
れ
て
も
様
々
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
年
代
幅
を
持
ち
う

る
「
一
緒
資
料
」（
中
島2000

、
長2012

）
の
両
者
が
含
ま
れ
て
い
る
点

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

15
年
程
度
の
時
間
幅
を
単
位
と
す
る
「
同
時
存
在
」
と
出
土
状
況
に
保

証
さ
れ
た
「
一
括
遺
物
」
中
に
お
け
る
考
古
学
的
事
実
と
し
て
の
「
同
時

存
在
」
と
は
次
元
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
尾
野
が
主
張
す
る
よ

う
に
従
来
飛
鳥
Ⅱ
と
さ
れ
て
き
た
杯
Ｈ
な
ど
異
な
る
様
相
区
分
の
土
器
が

「
混
入
で
は
な
く
同
時
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
対

象
資
料
の
厳
密
な
一
括
性
の
認
定
が
必
須
で
あ
る（
６
）。

尾
野
の
主
張
を
裏
付

け
る
た
め
に
は
再
度
各
土
器
群
の
「
一
括
性
」
の
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。

「
15
年
程
度
の
年
代
幅
」
の
仮
定
と
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」　

尾
野
が
付
与

し
た
15
年
を
単
位
と
す
る
仮
定
暦
年
代
は
、
結
果
と
し
て
筆
者
の
年
代
観

（
小
田2014b

）
と
も
違
わ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
機
械
的
に
15
年
の

年
代
幅
を
割
り
振
っ
た
た
め
に
２
つ
の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
つ
は
、
土
器
様
相
の
変
化
の
緩
急
が
読
み
取
り
に
く
い
点
で
あ
る
。

機
械
的
な
年
代
幅
の
中
に
土
器
群
を
含
む
手
法
で
あ
る
か
ら
、
各
段
階
に

お
け
る
土
器
様
相
の
変
化
が
緩
や
か
に
起
こ
っ
た
の
か
、
急
激
に
起
こ
っ

た
の
か
を
検
知
で
き
な
い
と
い
う
方
法
論
的
な
弱
点
を
抱
え
て
い
る
。
こ

れ
は
尾
野
も「
各
様
相
が
等
価
な
時
間
幅
を
有
す
る
と
い
う
保
証
は
な
い
」

と
認
識
し
て
い
る
（
11
頁
）。
あ
く
ま
で
各
土
器
群
が
属
す
る
暦
年
代
の

目
安
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
問
題
は
少
な
い
が
、
土
器
様
相
の
変
化
を

読
み
取
る
際
に
は
問
題
と
な
る
。

　

次
に
、
土
器
様
相
の
変
化
と
歴
史
事
象
と
の
対
応
関
係
を
検
討
す
る
際

に
偏
っ
た
解
釈
が
入
り
込
み
や
す
い
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
尾
野
が
宮
都
へ
の
大
量
の
須
恵
器
流
入
の
画
期
と
み
る
「
飛
鳥
浄

御
原
宮
期
（
672
～
694
）」
の
問
題
が
あ
る
。

　
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
の
呼
称
は
、
飛
鳥
Ⅴ
の
「
藤
原
宮
期
」
に
対
応

さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尾
野
が
示
し
た
仮
定
暦
年
代
で
675
～
690
年
頃

と
さ
れ
た
石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地
土
～
藤
原
宮
朝
堂
院
第
二
次
整
地
土
が

「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
の
中
に
入
る
の
は
問
題
な
い
が
、
そ
の
前
様
相
の

土
器
群
は
660
～
675
年
頃
と
さ
れ
て
お
り
、
672
年
を
境
と
す
る
「
飛
鳥
浄
御

原
宮
期
」
と
そ
れ
以
前
の
土
器
群
が
い
ず
れ
な
の
か
が
曖
昧
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
尾
野
は
大
官
大
寺
下
層SK

121

と
藤
原
京SE2355

の
２
つ
の
土
器
群
を
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
に
含
め
て
い
る
（
図
８
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
大
官
大
寺
下
層SK

121

と
藤
原
京SE2355

の

土
器
群
は
飛
鳥
Ⅲ
の
土
器
様
相
で
あ
り
、
第
一
章
で
述
べ
た
「
律
令
的
土

器
様
式
」
成
立
の
画
期
と
な
る
土
器
群
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
暦
年
代

は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
こ
の
２
つ
の
土
器
群
は
年
代
根
拠
を
も
た
な
い

資
料
で
あ
り
、
尾
野
が
画
期
と
し
て
主
張
す
る
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
の

土
器
群
に
含
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
別
途
議
論
が
必
要
と
考
え
る（
７
）。
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飛
鳥
Ⅲ
と
飛
鳥
Ⅳ
の
位
置
づ
け　

尾
野
は
飛
鳥
Ⅲ
の
土
器
群
を
飛
鳥
Ⅳ
の

土
器
群
と
同
じ
段
階
と
み
て
、
飛
鳥
Ⅲ
単
独
の
段
階
を
認
め
て
い
な
い

（
図
８
）。
尾
野
の
分
析
結
果
を
み
る
と
飛
鳥
Ⅲ
に
属
す
る
大
官
大
寺
下

層SK
121

と
藤
原
京SE2355

の
土
器
群
と
飛
鳥
Ⅳ
に
属
す
る
各
土
器
群

に
つ
い
て
、
須
恵
器
杯
Ｈ
は
ど
ち
ら
も
Ｆ
様
相
と
す
る
一
方
、
土
師
器
杯

Ｃ
は
前
者
を
ｃ
様
相
、
後
者
を
ｄ
様
相
と
し
、
様
相
の
違
い
を
認
め
て
い

る
。
ま
た
、
土
師
器
を
分
析
し
た
大
澤
は
飛
鳥
Ⅳ
の
土
器
群
よ
り
も
古
い

様
相
に
位
置
づ
け
、
須
恵
器
を
分
析
し
た
森
川
は
飛
鳥
Ⅳ
の
土
器
群
と
の

違
い
は
見
え
な
い
と
評
価
す
る（
８
）。
つ
ま
り
、
飛
鳥
Ⅲ
と
飛
鳥
Ⅳ
の
土
器
群

の
様
相
を
比
較
す
る
と
土
師
器
と
須
恵
器
で
所
見
が
異
な
っ
て
お
り
、
尾

野
の
評
価
は
須
恵
器
の
所
見
に
重
み
を
置
い
た
も
の
と
い
え
る
。

　

須
恵
器
か
ら
み
る
と
飛
鳥
Ⅲ
と
飛
鳥
Ⅳ
の
様
相
の
最
も
大
き
な
違
い

は
、
杯
蓋
の
「
か
え
り
」
の
あ
る
・
な
し
の
量
比
で
あ
る
。
従
来
、
杯
Ｂ

蓋
は
「
か
え
り
」
あ
り
（
飛
鳥
Ⅲ
）、「
か
え
り
」
あ
り
・
な
し
混
在
（
飛

鳥
Ⅳ
）、「
か
え
り
」
な
し
（
飛
鳥
Ⅴ
）
と
変
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
が
、
尾
野
ら
の
研
究
に
よ
り
東
海
地
域
の
窯
で
は
「
か
え
り
」

の
な
い
蓋
が
多
く
、
宮
都
近
隣
地
域
（
近
畿
地
方
）
の
窯
で
は
「
か
え
り
」

の
あ
る
蓋
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
生
産
地
の
違
い
に
帰
す
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
（
尾
野
ほ
か2016

）。
そ
し
て
、
飛
鳥
浄

御
原
宮
や
石
神
遺
跡
へ
大
量
供
給
さ
れ
た「
か
え
り
」の
な
い
杯
蓋
を「
最

新
鋭
の
形
式
（
器
種
）」（
14
頁
）
と
す
る
評
価
か
ら
、
尾
野
は
「
か
え
り
」

の
あ
る
・
な
し
は
同
時
期
に
お
け
る
遺
跡
の
性
格
差
を
反
映
す
る
と
み
て
、

飛
鳥
Ⅲ
の
土
器
群
を
最
新
鋭
の
形
式
で
は
な
い
「
か
え
り
」
あ
り
杯
蓋
を

主
体
と
す
る
土
器
群
と
解
釈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
新
た
な
解
釈
に
拠
る
場
合
、
な
ぜ
生
産
地
に
よ
り
杯
蓋
の

「
か
え
り
」
あ
る
・
な
し
が
存
在
す
る
の
か
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
。

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
杯
Ｂ
は
「
律
令
的
土
器
様
式
」
の
成
立
に
伴

い
、
新
た
に
出
現
す
る
器
種
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な
器
種
を
製
作
す
る
に

あ
た
り
、
表
に
目
立
た
ず
機
能
的
に
も
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
「
か
え

り
」
は
不
要
で
あ
る（
９
）。

同
時
に
出
現
す
る
土
師
器
杯
Ｂ
の
蓋
に
は
「
か
え

り
」
が
な
く
（
図
３
）、
藤
原
宮
期
以
降
は
須
恵
器
の
「
か
え
り
」
な
し

杯
蓋
が
定
着
す
る
点
か
ら
も
、「
か
え
り
」
の
な
い
蓋
と
セ
ッ
ト
に
な
る

の
が
杯
Ｂ
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
宮
都
近
隣
の
須
恵

器
窯
で
製
作
さ
れ
た
出
現
当
初
の
杯
Ｂ
蓋
に
は
「
か
え
り
」
が
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
「
か
え
り
」
の
有
無
は
杯
Ｂ
製
作
時
の
指
示
方
法
の
違
い
に
起

因
す
る
と
考
え
る
。「
か
え
り
」
の
あ
る
杯
蓋
の
形
態
は
、
同
じ
く
「
か

え
り
」
を
有
す
る
「
杯
Ｇ
蓋
」
を
拡
大
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
器
種
「
杯
Ｂ
」
を
製
作
す
る
際
に
、
既
に
杯
Ｇ
を
製
作
し
て
い
た
工
人

に
対
し
「
口
径
の
大
き
な
杯
Ｇ
蓋
」
と
し
て
製
作
を
指
示
し
て
い
た
可
能
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性
を
考
え
、
既
存
の
製
作
品
・
製
作
工
程
の
延
長
線
上
で
新
た
に
「
杯
Ｂ
」

の
製
作
を
お
こ
な
っ
た
も
の
と
解
す
る）

（1
（

。
一
方
、
杯
Ｇ
の
製
作
経
験
が
無

い
工
人
に
対
し
て
、
本
来
の
杯
Ｂ
（「
か
え
り
」
の
な
い
蓋
）
の
製
作
を

指
示
し
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。
こ
れ
は
「
か
え
り
」
の
な
い
杯
蓋
を
製

作
し
た
土
師
器
工
人
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
「
か
え
り
」
の
あ
る
蓋
の
多
く
が
畿
内
の
窯
で
生
産
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
宮
都
近
隣
地
域
で
は
既
存
の
生
産
・
供
給
体
制
を

利
用
し
て
杯
Ｂ
を
調
達
し
た
こ
と
、
杯
Ｈ
を
主
体
と
し
た
生
産
を
お
こ

な
っ
て
い
た
東
海
地
域
で
は
新
た
な
製
作
工
程
と
供
給
体
制
の
構
築
が
図

ら
れ
て
杯
Ｂ
を
調
達
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か）

（（
（

。

　

須
恵
器
杯
蓋
の
「
か
え
り
」
あ
る
・
な
し
と
生
産
地
の
関
係
を
こ
の
よ

う
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
飛
鳥
Ⅲ
と
飛
鳥
Ⅳ
の
土
器
群
の
関
係
に
つ
い
て

も
、
土
師
器
に
様
相
差
を
認
め
る
所
見
を
ふ
ま
え
て
時
期
差
と
み
る
解
釈

も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
現
当
初
の
杯
Ｂ
は
宮
都
近
隣
地
域
で
既

存
の
体
制
を
利
用
し
て
製
作
・
調
達
さ
れ
て
お
り
（「
か
え
り
」
あ
り
、

飛
鳥
Ⅲ
）、
そ
の
後
、
東
海
地
域
で
の
生
産
・
供
給
体
制
が
整
っ
た
こ
と

を
ふ
ま
え
て
畿
内
の
窯
と
と
も
に
杯
Ｂ
の
安
定
的
な
大
量
調
達
が
可
能
に

な
っ
た
（「
か
え
り
」
あ
り
・
な
し
混
在
、
飛
鳥
Ⅳ
）
と
解
釈
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
飛
鳥
Ⅲ
と
飛
鳥
Ⅳ
の
土
器
群
の
関
係
か
ら
「
杯
Ｂ
調
達
体

制
の
整
備
と
拡
充
」
を
読
み
取
る
な
ら
ば
、
筆
者
が
第
一
章
で
課
題
に
挙

げ
た
「
律
令
的
土
器
様
式
」
の
成
立
と
転
換
の
過
程
を
具
体
的
に
描
く
こ

と
が
で
き
る
。「
律
令
的
土
器
様
式
」
の
成
立
当
初
は
宮
都
に
近
い
地
域

を
中
心
に
従
来
の
体
制
を
基
盤
と
し
て
新
た
な
食
器
の
調
達
が
お
こ
な
わ

れ
（
飛
鳥
Ⅲ
）、
そ
の
後
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
に
至
り
、
東
海
地
域
で

の
高
品
質
な
食
器
類
の
生
産
・
供
給
体
制
の
整
備
な
ど
を
ふ
ま
え
て
各
地

か
ら
宮
都
へ
の
大
量
供
給
が
お
こ
な
わ
れ
た（
飛
鳥
Ⅳ
）。こ
の
よ
う
に「
律

令
的
土
器
様
式
」
の
転
換
は
段
階
的
に
進
ん
だ
も
の
と
考
え
る）

（1
（

。

　
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
に
お
け
る
東
海
産
須
恵
器
の
大
量
流
入
の
背
景

と
し
て
、
東
海
地
域
に
経
営
基
盤
を
も
つ
天
武
天
皇
と
の
関
係
に
結
び
付

け
る
尾
野
の
評
価
（
尾
野
ほ
か2016

）
は
理
解
し
や
す
く
、
筆
者
も
妥
当

と
考
え
る
。
し
か
し
、
土
器
様
式
の
転
換
と
い
う
側
面
か
ら
み
る
と
、「
飛

鳥
浄
御
原
宮
期
」
に
古
墳
時
代
的
な
伝
統
の
払
拭
を
伴
っ
て
、
新
た
な
土

器
様
式
を
導
入
す
る
理
由
付
け
が
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
食
事

作
法
と
い
う
生
活
様
式
ま
で
一
変
さ
せ
う
る
大
陸
風
の
土
器
様
式
へ
の
転

換
は
、国
内
的
要
因
の
み
で
は
説
明
が
難
し
く
、背
景
に
強
い
外
的
要
因
・

イ
ン
パ
ク
ト
を
読
み
取
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
か
ら
飛
鳥
Ⅲ
に
該
当
す
る
時
期
（
660
年
代
後
半
か
ら
670

年
代
））

（1
（

の
政
治
・
社
会
情
勢
を
み
る
と
、
白
村
江
の
敗
戦
に
よ
る
混
乱
と

唐
の
侵
略
に
対
す
る
危
機
感
と
い
う
緊
張
状
態
の
中
で
、
急
速
に
国
家
体

制
の
整
備
を
進
め
た
時
期
に
あ
た
る
。こ
の
過
程
で
大
陸
的
な
食
事
作
法
・
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食
事
様
式
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
「
律
令
的
土
器
様
式
」
が
成
立
し
た
も
の

と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
国
際
的
な
脅
威
が
弱
ま
り
、
壬
申
の
乱
後
の
強

大
な
王
権
の
も
と
で
中
央
集
権
化
が
進
め
ら
れ
た
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」

に
東
海
地
域
を
は
じ
め
各
地
の
須
恵
器
窯
か
ら
「
律
令
的
土
器
様
式
」
に

属
す
る
食
器
を
安
定
的
に
調
達
し
、
宮
都
に
お
け
る
大
量
の
需
要
に
応
え

つ
つ
食
器
構
成
の
充
実
化
が
図
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か）

（1
（

。

　
「
律
令
的
土
器
様
式
」
が
成
立
す
る
飛
鳥
Ⅲ
の
暦
年
代
に
つ
い
て
は
、

白
村
江
の
敗
戦
以
後
の
社
会
情
勢
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き

で
あ
り
、「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
に
限
定
せ
ず
、
多
様
な
考
古
資
料
・
文

献
資
料
の
検
討
に
基
づ
い
た
幅
広
い
議
論
が
引
き
続
き
必
要
と
考
え
る
。

　
（
３
）　

飛
鳥
の
土
器
研
究
の
方
向
性

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
飛
鳥
編
年
の
「
高
精
度
化
」
を
目
指
す

分
析
手
法
に
重
き
が
置
か
れ
、
主
要
器
種
の
計
量
的
分
析
に
よ
る
飛
鳥
の

各
土
器
群
の
配
列
に
つ
い
て
は
精
度
の
高
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
一
方
で

分
析
対
象
が
限
ら
れ
た
器
種
に
絞
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
土
器
様
式
研
究

の
立
場
か
ら
は
、
土
器
群
全
体
を
構
成
す
る
器
種
の
組
み
合
わ
せ
と
組
成

の
変
化
に
も
目
配
り
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る）

（1
（

。

　

そ
れ
で
は
、
編
年
の
高
精
度
化
を
目
指
す
研
究
と
土
器
様
式
研
究
で
は

別
々
に
土
器
編
年
を
お
こ
な
う
べ
き
な
の
か
。
筆
者
は
、
各
器
種
を
対
象

と
す
る
精
度
の
高
い
計
量
的
分
析
と
土
器
群
全
体
の
組
成
分
析
の
両
者
の

利
点
を
と
り
入
れ
た
新
た
な
方
向
性
を
探
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
筆

者
は
、
こ
こ
に
セ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
適
用
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

セ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
モ
ノ
の
変
遷
を
視
覚
的
・
数
量
的
に
示
す
手
法

で
あ
り
、
編
年
さ
れ
た
各
土
器
群
の
配
列
と
土
器
群
中
の
複
数
の
器
種
・

型
式
の
量
的
推
移
を
表
す
際
に
効
果
的
な
手
法
で
あ
る
（
上
原2009

）。

こ
れ
は
、
特
徴
的
な
廃
棄
パ
タ
ー
ン
を
背
景
と
す
る
「
ま
と
ま
り
の
あ
る
」

土
器
群
を
多
く
有
す
る
古
代
宮
都
の
土
器
編
年
に
有
効
な
方
法
と
考
え

る
。
ま
た
、
こ
の
方
法
は
土
器
群
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
た
め
、
出
土

土
器
全
体
の
組
成
分
析
と
、
残
存
度
の
高
い
個
体
を
抽
出
し
て
計
量
的
分

析
を
お
こ
な
う
こ
と
の
両
立
が
可
能
で
あ
る
。
信
頼
度
を
高
め
た
計
量
的

分
析
に
よ
り
各
土
器
群
の
配
列
を
お
こ
な
い
、
各
器
種
・
型
式
の
量
的
推

移
か
ら
変
化
の
緩
急
を
読
み
取
る
。
同
時
に
特
殊
遺
物
や
上
位
器
種
・
補

完
器
種
の
存
否
と
多
寡
か
ら
各
遺
構
や
出
土
遺
跡
の
階
層
差
や
性
格
に
つ

い
て
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
の
土

器
研
究
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
発
展
さ
せ
つ
つ
、
古
代
宮
都

土
器
編
年
を
再
構
築
す
る
た
め
に
最
適
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
も
つ）

（1
（

。

編
年
表
試
案
の
提
示　

そ
こ
で
、
筆
者
な
り
に
尾
野
・
森
川
・
大
澤
の
研
究

成
果
と
併
せ
た
暫
定
的
な
編
年
表
試
案
を
提
示
し
て
お
き
た
い
（
表
１
））

（1
（

。

図
８
は
尾
野
の
分
析
結
果
に
基
づ
く
飛
鳥
の
土
器
群
の
配
列
お
よ
び
仮
定
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暦
年
代
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
森
川
・
大
澤
の
分
析
結
果
を
取
り
入

れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
表
１
で
は
、
森
川
・
大
澤
の
分
析
結

果
を
併
記
し
た
。
こ
れ
を
み
る
と
分
析
の
対
象
と
方
法
が
お
互
い
異
な
る

３
者
の
様
相
区
分
と
土
器
群
の
配
列
に
大
き
な
齟
齬
は
な
く
、
各
資
料
の

前
後
配
列
の
確
か
ら
し
さ
を
追
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
先
に
「
一
括
遺
物
」
と
「
一
緒
資
料
」
を
区
別
す
る
必
要
性
に

つ
い
て
述
べ
た
。
そ
こ
で
各
資
料
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
Ａ
～
Ｃ
の
等
級

づ
け
を
お
こ
な
っ
た
。
Ａ
が
土
坑
な
ど
の
閉
じ
た
遺
構
に
お
け
る
一
括
廃

棄
で
、
出
土
状
況
か
ら
廃
棄
の
同
時
性
が
極
め
て
高
く
、
使
用
の
同
時
性

に
つ
い
て
も
類
推
可
能
な
「
一
括
遺
物
」
で
あ
る
。
Ｂ
・
Ｃ
は
溝
埋
土
や

整
地
土
・
谷
埋
立
土
な
ど
層
位
的
に
一
緒
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
飛
鳥
・
藤
原
地
域
の
特
徴
と
も
い
え
る
、
文
献
資
料
に
よ
り
溝

の
埋
め
立
て
や
整
地
な
ど
の
土
地
利
用
の
改
変
年
代
が
類
推
可
能
な
資
料

に
つ
い
て
は
Ｂ
と
し
た
。
Ｂ
・
Ｃ
は
一
緒
に
出
土
し
同
時
期
に
廃
棄
さ
れ

た
可
能
性
は
高
い
が
、
同
一
層
中
の
土
器
の
由
来
に
様
々
な
要
因
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
厳
密
な
一
括
性
は
求
め
ら
れ
ず
「
同
時
存
在
」

の
根
拠
に
で
き
る
資
料
で
は
な
い
点
に
注
意
を
必
要
と
す
る
。

　

次
に
、
器
種
構
成
の
変
化
を
読
み
取
る
た
め
に
、
飛
鳥
時
代
前
半
期
土

器
様
式
お
よ
び「
律
令
的
土
器
様
式
」の
基
本
器
種
で
あ
る
土
師
器
杯
Ｃ
・

杯
Ａ
・
皿
Ａ
・
高
杯
Ｃ
と
須
恵
器
杯
Ｈ
・
杯
Ｇ
／
Ａ）

（1
（

・
杯
Ｂ
の
出
現
頻
度

を
示
し
た
。
本
来
、
セ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
適
用
す
る
の
で
あ
れ
ば

土
器
群
中
の
各
器
種
の
比
率
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
各
土
器
群
の
全

量
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
現
状
か
ら
、
次
善
の
策
と
し
て
各
報
告
で
図
示

さ
れ
た
点
数
を
記
号
化
し
て
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
出
土
し
た
土
器
群

全
体
の
中
か
ら
図
化
・
報
告
さ
れ
た
個
体
を
対
象
と
し
て
い
る
点
に
注
意

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
更
新
が
必
要
で
あ
る
。

　

各
器
種
の
出
現
頻
度
を
み
る
と
、
①
全
時
期
を
通
じ
て
存
在
す
る
器
種

（
土
師
器
杯
Ｃ
）、
②
途
中
で
出
現
し
、
増
加
す
る
器
種
（
土
師
器
杯
Ａ
・

皿
Ａ
、
須
恵
器
杯
Ｇ
／
Ａ
・
杯
Ｂ
）、
③
当
初
か
ら
存
在
す
る
が
途
中
で

少
な
く
な
る
器
種
（
土
師
器
高
杯
Ｃ
、
須
恵
器
杯
Ｈ
）
が
あ
る
。
７
世
紀

を
通
じ
て
新
器
種
が
出
現
・
増
加
す
る
中
で
杯
Ｂ
は
突
如
出
現
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
一
方
で
、
須
恵
器
杯
Ｈ
は
杯
Ｂ
の
出
現
・
定
着
と

反
比
例
す
る
よ
う
に
減
少
す
る
。
杯
Ｈ
は
、
大
官
大
寺SK

121

以
降
の
土

器
群
で
は
報
告
さ
れ
て
い
る
個
体
数
が
い
ず
れ
も
１
点
で
あ
る
こ
と
か
ら）

（1
（

主
体
と
な
る
器
種
で
は
な
く
、
杯
Ｂ
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
器
種
と
の
差

異
は
大
き
い
と
判
断
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
杯
Ｈ
は
等
級
Ｂ
・
Ｃ
の
整

地
土
や
溝
埋
土
か
ら
出
土
し
た
資
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
器
種
の
出

現
頻
度
か
ら
み
る
土
器
組
成
の
変
化
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
飛
鳥
時
代
前

半
期
土
器
様
式
か
ら
「
律
令
的
土
器
様
式
」
へ
転
換
す
る
状
況
を
示
し
て

い
る
と
考
え
る
。
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須　恵　器

年代推定根拠
仮定暦年代

飛鳥Ⅰ〜Ⅴの相互関係杯H 杯G
杯H 杯

G/A 杯B尾野
2019

森川
2019

森川
2019

尾野
2019

A様相 △ 飛鳥寺造営開始
588年以前

585〜600年頃 飛鳥時代前半期
土器様式 「律令的土器様式」

A様相 Ha群 ●

B様相 Ha群 ●
600〜615年頃

B様相 Ha群 ●

C様相 ●
615〜630年頃

C様相 Hb群 ● △

D様相 Hb群 ○

630〜645年頃D様相 Hb群 Ga群 ● ○ 山田寺造営開始
641年以前

D様相 Hb群 Ga群 ● ●

E様相 Hc群 Ga群 ● ●
645〜660年頃

E様相 Hc群 Ga群 ● ●

F様相 Hc群 Ga群 ● ●

660〜675年頃

F様相 Hc群 Gb群 ● ●

F様相 Hc群 Ga/b群 ○ △ 斉明朝漏刻
660年

F様相 Hc群 Gb群 ● ●

Gb群 ● ○

F様相 Hc群 Gb群 △ ● ●

675〜690年頃

F様相 Gb群 △ △ ● 本薬師寺
680年発願

Gb群 ● ●

Gb群 ● ● 天武末年木簡
694年以前

F様相 Hc群 Gb群 △ ● ●

Gb群 ● ●
690〜705年頃

△ ● ●

● ● 藤原宮期
（694〜710）

705〜720年頃
● ●

杯G／A、杯Bは身をカウントした。

飛
鳥
Ⅰ

飛
鳥
Ⅱ

飛
鳥
Ⅲ

飛
鳥
Ⅴ

飛
鳥
Ⅳ
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表１　飛鳥・藤原地域の主要土器群の変遷

No. 資料名 文　献 出土遺構 等級

土　師　器
杯C 杯A

杯C 杯A 皿A 高杯C尾野
2019

大澤
2019

大澤
2019

1 飛鳥寺下層 年報1999Ⅱ 整地土 B

2 山田道（第３次）
黒褐色土層 年報1999Ⅱ 谷堆積土 C

3 古宮遺跡SD050 報告Ⅰ 溝埋土 C a様相 Ca群 ○ △

4 甘樫丘東麓遺跡（第177次）
谷埋立土 紀要2014 谷堆積土・

整地土 C a様相 △ ○

5 甘樫丘東麓遺跡 
SX188・青灰色粘土層 紀要2010 谷堆積土 C a様相 Cb1群 ○ △

6 山田道SD3880 年報2000Ⅱ 溝埋土 C a様相 Cb1群 ● △

7 川原寺下層
SD02・SD367下層

概報10、
年報1997Ⅱ 溝埋土 B a様相 Cb1群 ● ○

8 山田寺下層
SD619・整地土

概報20、山田寺
発掘調査報告

溝埋土・
整地土 B a様相 Cb1群 ● ○

9 甘樫丘東麓遺跡SX037 概報25 谷堆積土・
整地土 B a様相 Cb1/2群 Aa群 ● △ ○

10 飛鳥池遺跡
灰緑色粘砂層 概報22 谷堆積土 C b様相 Cb2群 ● △ △

11 甘樫丘東麓遺跡SK184 紀要2010 土坑一括 A b様相 Cb2群 ● △ ●

12 坂田寺池SG100 概報３、
紀要2018 池堆積土 C c様相 Cc群 ● ○ ● ●

13 西橘遺跡谷１ 相原2019 谷堆積土 C c様相 Cc群 Ab1群 ● ○ ● ●

14 水落遺跡貼石遺構埋立土 報告Ⅳ、
紀要2016

溝埋土・
整地土 C c様相 Cc群 Ab1群 ● ○ △

15 大官大寺下層SK121 概報６、紀要
2001・2002 土坑一括 A c様相 Cc群 Ab1群 ● ● ● ●

16 藤原京　SE2355 概報９、
小田2012 土坑一括 A c様相 Cc群 Ab1群 ● ○ ● ○

17 石神遺跡B期整地土 紀要2018 整地土 C d様相 Cd1群 Ab2群 ● ● ○

18 本薬師寺下層
SD151・SD152 川越2000 溝埋土 B d様相 （Cd1群） ○ ○ ○

19 雷丘東方遺跡SD110 報告Ⅱ 溝埋土 C d様相 （Cd1群）（Ab2群） ○ ○ ○

20 藤原宮下層SD1901A 概報８、
紀要2016 溝埋土 B d様相 Cd1群 Ab2群 ○ ● ○

21 藤原宮朝堂院
第二次整地土 紀要2013 整地土 B d様相 Cd1群 Ab2群 ● ○ ○

22 石神遺跡SD640 紀要2018 溝埋土 C e様相 Cd1群 Ab2群 ● ● △

23 飛鳥宮北外郭SD0901 橿考研
『飛鳥京跡Ⅳ』溝埋土 C e様相 Cd1群 （Ab2群） ● ○ ● ○

24 藤原宮内裏SD105 報告Ⅲ 溝埋土 C f様相 （Cd2群）（Ac群） ○ ● △

25 藤原宮東面内濠SD2300 概報９、
紀要2012 溝埋土 C f様相 Cd2群 Ac群 ● ● ● △

概報：『飛鳥・藤原宮跡発掘調査概報』　年報：『奈良文化財研究所年報』
報告：『飛鳥・藤原宮跡発掘調査報告』　紀要：『奈良文化財研究所紀要』

△：１点、○：２〜４点、
●：５点以上
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飛
鳥
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
の
関
係
に
つ
い
て　

次
に
飛
鳥
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
の
各
土
器

群
の
関
係
性
を
整
理
し
た
（
図
９
）。
こ
れ
は
各
土
器
群
の
様
相
差
に
は

時
間
的
推
移
に
起
因
す
る
も
の
と
遺
跡
の
性
格
・
階
層
差
に
起
因
す
る
も

の
が
あ
る
と
み
て
、
横
軸
に
相
対
的
な
前
後
関
係
＝
時
間
的
推
移
を
と
り

（
段
階
と
す
る
）、
縦
軸
に
遺
跡
の
性
格
に
よ
る
上
位
・
下
位
の
相
対
的

な
階
層
差
を
と
り
、
各
土
器
群
を
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
の
階

層
差
に
つ
い
て
は
、
古
代
宮
都
周
辺
の
土
器
様
相
を
対
象
と
し
た
筆
者
の

土
器
様
式
構
造
の
分
析
結
果
（
小
田2016b

、
図
６
）
に
基
づ
き
、
上
位

器
種
の
多
寡
、
法
量
分
化
の
複
雑
性
、
基
本
器
種
と
補
完
器
種
と
の
関
係

を
も
と
に
判
断
し
た
ほ
か
、
尾
野
が
最
新
鋭
の
形
式
と
み
た
「
か
え
り
」

な
し
蓋
の
多
寡
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
。

　

飛
鳥
Ⅳ
段
階
を
み
る
と
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
で
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
飛
鳥
宮SD

0901

土
器
群
、
石
神
遺
跡
Ｂ
期
官
衙
で
使
用
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
石
神
遺
跡SD

640

土
器
群
が
上
位
に
あ
た
り
、
藤
原
宮
の
造
営

に
使
役
さ
れ
た
役
民
ら
の
土
器
の
可
能
性
が
あ
る
運
河SD

1901A

や
藤

原
宮
朝
堂
院
第
二
次
整
地
土
土
器
群
が
相
対
的
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
こ
の
段
階
で
は
宮
都
内
部
に
お
い
て
上
位
・
下
位
の
階
層
差
が
発
現

し
て
い
る
。

　

飛
鳥
Ⅲ
段
階
と
し
て
、
先
述
の
よ
う
に
大
官
大
寺SK

121

と
藤
原
京

SE2355
土
器
群
を
飛
鳥
Ⅳ
の
土
器
群
よ
り
も
古
く
位
置
づ
け
た
。
こ
の

図９　飛鳥Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの関係概念図
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段
階
で
は
飛
鳥
Ⅳ
段
階
と
同
様
の
宮
都
内
部
に
お
け
る
階
層
差
が
見
ら
れ

る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
で
、
宮
都
周
辺
や
一
般
集
落
で
は
飛

鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
に
属
す
る
飛
鳥
Ⅱ
様
相
が
残
存
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
同
様
に
飛
鳥
Ⅳ
段
階
で
も
、
飛
鳥
Ⅱ
や
飛
鳥
Ⅲ
様
相
が
残
る

遺
跡
・
遺
構
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
飛
鳥
・
藤
原
地
域
の
古
代
宮
都
中
枢
部
で
は
飛
鳥
Ⅱ
・
Ⅲ
・

Ⅳ
段
階
の
時
間
的
推
移
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
遺
跡
の
性
格
や
階
層
の
違

い
に
よ
っ
て
は
前
段
階
の
土
器
様
相
が
残
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

が
尾
野
の
指
摘
す
る
「
遺
跡
の
性
格
差
に
よ
る
土
器
様
相
の
違
い
」
の
実

態
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
飛
鳥
の
遺
跡
の
性
格
差
と
様
相
区
分
さ
れ
た

土
器
様
相
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
注
意
さ
れ
て
き
た
視

点
で
は
あ
る
が
（
西
口1999

）、
尾
野
の
指
摘
の
重
要
な
点
は
、
土
器
の

供
給
体
制
と
関
連
付
け
て
宮
都
中
枢
部
に
東
海
産
須
恵
器
な
ど
最
新
の
製

品
が
供
給
さ
れ
、
周
辺
部
で
は
旧
来
の
器
種
や
古
い
土
器
様
相
が
残
る
こ

と
を
読
み
解
い
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
先
進
的
な
食
器
が
中
枢
部
に

供
給
さ
れ
る
一
方
、「
飯
場
」と
さ
れ
る
よ
う
な
下
位
の
性
格
を
も
つ
遺
跡
・

遺
構
で
は
前
段
階
の
土
器
様
相
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
評
価
す
る）

11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
各
土
器
群
の
様
相
差
か
ら
時
間
的
推
移
だ
け
で
な
く
遺
跡

の
性
格
・
階
層
差
に
つ
い
て
読
み
取
る
手
が
か
り
を
得
た
こ
と
は
、
今
後

の
飛
鳥
の
土
器
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
。
従
来
は
土
器
様
式

の
展
開
を
時
間
的
推
移
に
よ
る
単
線
的
な
発
展
過
程
と
し
て
読
み
取
る
だ

け
で
あ
っ
た
が
、
遺
跡
の
性
格
差
や
階
層
差
を
考
慮
に
入
れ
て
立
体
的
に

土
器
様
式
の
広
が
り
や
受
容
過
程
を
読
み
取
る
可
能
性
を
拓
い
た
も
の
と

い
え
、
出
土
土
器
の
分
析
か
ら
歴
史
叙
述
に
近
づ
く
方
法
と
し
て
一
歩
前

進
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　

筆
者
は
「
律
令
的
土
器
様
式
」
へ
の
転
換
は
宮
都
中
枢
部
（
上
位
遺
跡
）

ほ
ど
早
く
起
こ
り
、
周
辺
（
下
位
遺
跡
）
で
は
使
用
階
層
や
使
用
局
面
に

よ
っ
て
杯
Ｈ
や
飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
が
残
存
し
て
い
た
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
再
び
各
遺
跡
・
遺
構
に
戻
っ
て
、
土
器
様
式
の
転
換
の
過

程
を
丁
寧
に
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。
宮
都
の
土
器
は
「
日
本
全
体
の
中

で
も
と
り
わ
け
特
異
な
存
在
」
で
は
あ
る
が
、
そ
の
特
異
性
に
注
目
す
る

こ
と
で
宮
都
中
枢
か
ら
列
島
各
地
の
土
器
へ
の
影
響
の
度
合
い
や
土
器
様

式
の
転
換
過
程
を
明
ら
か
に
し
う
る
。
図
９
と
同
様
の
縦
軸
と
横
軸
の
視

点
で
各
地
の
土
器
様
相
の
観
察
と
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
が
律
令
国
家
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
古
墳
時
代
以
来
の
伝
統
と
の
相

克
の
中
で
い
か
な
る
変
容
を
遂
げ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
う
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
そ
の
実
践
と
方
法
論
の
錬
磨
が
課
題
で
あ
る
。
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３
．
水
落
遺
跡
貼
石
遺
構
埋
立
土
出
土
土
器
と
そ
の
由
来

　
（
１
）　

水
落
遺
跡
と
貼
石
遺
構
埋
立
土
出
土
土
器

　

最
後
に
、
明
日
香
村
水
落
遺
跡
貼
石
遺
構
埋
立
土
出
土
土
器
を
取
り
上

げ
て
、
飛
鳥
の
土
器
と
『
日
本
書
紀
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

　

水
落
遺
跡
は
飛
鳥
寺
の
北
西
、石
神
遺
跡
の
南
方
に
位
置
す
る（
図
10
）。

水
落
遺
跡
で
は
周
囲
に
貼
石
が
み
ら
れ
る
基
壇
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
こ

の
基
壇
建
物
は
、
基
礎
部
分
に
強
固
な
地
中
梁
構
造
を
も
つ
こ
と
、
内
部

に
銅
製
の
導
水
管
お
よ
び
漆
木
箱
の
抜
取
穴
を
も
つ
こ
と
な
ど
を
ふ
ま
え

『
日
本
書
紀
』
天
智
６
年
（
660
）
に
中
大
兄
皇
子
が
設
置
し
た
漏
刻
台
に

比
定
さ
れ
た
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所1995

）。

　

こ
の
貼
石
遺
構
周
辺
か
ら
出
土
し
た
土
器
に
つ
い
て
、
報
告
書
で
は
漏

刻
機
能
時
～
廃
絶
後
の
堆
積
層
と
し
て
一
括
し
、
小
型
化
し
た
須
恵
器
杯

Ｈ
の
存
在
と
杯
Ｂ
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
根
拠
に
飛
鳥
Ⅱ
の
最
新
段
階
と

し
た
。
ま
た
土
器
群
の
暦
年
代
が
660
～
667
年
に
あ
た
る
と
し
て
、
飛
鳥
Ⅱ

の
下
限
年
代
を
示
す
重
要
資
料
と
位
置
づ
け
た
（
西
口1995
）。

　

水
落
遺
跡
出
土
の
土
器
群
に
つ
い
て
尾
野
善
裕
ら
は
各
個
体
の
出
土
位

置
と
層
位
を
点
検
し
、
貼
石
遺
構
周
辺
埋
立
土
出
土
土
器
と
し
て
再
抽
出

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
中
に
10
点
余
り
の
尾
張
産
須
恵
器
（
図
11
）
が
含

ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
667
年
の
大
津
宮
へ
の
漏
刻
移
転

と
貼
石
遺
構
の
埋
め
立
て
と
の
間
に
は
時
期
差
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
こ

れ
ら
の
土
器
群
を
天
武
朝
の
所
産
と
み
る
こ
と
も
可
能
と
し
て
「
飛
鳥
浄

御
原
宮
期
」
の
宮
都
へ
の
尾
張
産
須
恵
器
の
大
量
供
給
と
同
じ
脈
絡
の
中

に
位
置
づ
け
た
（
尾
野
ほ
か2016

）。

　

漏
刻
移
転
と
貼
石
遺
構
の
埋
め
立
て
と
の
間
に
一
定
の
時
間
差
を
み
る

尾
野
の
指
摘
は
支
持
で
き
る
。
し
か
し
、
貼
石
遺
構
埋
立
土
出
土
土
器
群

の
暦
年
代
は
、
大
津
宮
に
漏
刻
を
移
設
す
る
667
年
を
上
限
年
代
と
で
き
る

の
み
で
、
天
武
朝
の
所
産
と
限
定
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

　

再
度
、
貼
石
遺
構
埋
立
土
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
を
み
る
と
、
こ
の
土

器
群
は
飛
鳥
Ⅱ
の
土
器
様
相
で
あ
り
飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
に
属
す

る
。ま
た
、尾
野
ら
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
多
数
の
尾
張
産
須
恵
器（
杯

Ｈ）
1（
（

）
の
存
在
が
特
徴
と
い
え
る
。
こ
の
２
つ
の
特
徴
は
、
東
海
産
須
恵
器

の
比
率
が
高
い
点
で
共
通
す
る
石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地
土
やSD

640

出
土
土

器
群
の
そ
れ
が
「
律
令
的
土
器
様
式
」
に
属
す
る
器
種
（
杯
Ｂ
・
杯
Ａ
・

椀
Ａ
）
で
あ
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
筆
者
は
両
土
器
群

を
同
一
の
脈
絡
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
。

　

そ
こ
で
、
水
落
遺
跡
周
辺
で
漏
刻
の
移
転
後
に
「
飛
鳥
時
代
前
半
期
土

器
様
式
」
に
属
す
る
「
尾
張
産
須
恵
器
」
が
持
ち
込
ま
れ
る
契
機
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
視
点
で
別
の
解
釈
を
探
り
た
い
。
貼
石
遺
構

埋
立
土
出
土
土
器
群
は
尾
野
の
仮
定
暦
年
代
に
よ
る
と
660
～
675
年
頃
に
あ
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た
る
。
ま
た
、
先
に
貼
石
遺
構
埋
め
立
て
の
上
限
年
代
を
667
年
と
み
た
。

667
～
675
年
頃
に
水
落
遺
跡
周
辺
に
お
こ
っ
た
歴
史
事
象
に
つ
い
て
『
日
本

書
紀
』
を
参
照
す
る
と
壬
申
年
（
672
）
の
壬
申
の
乱
お
よ
び
「
小
墾
田
兵

庫
」
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
（
星
野1978

・
飛
鳥
資
料
館1987

・
倉
本

2007

）。

（
２
）
壬
申
の
乱
と
小
墾
田
兵
庫

　

小
墾
田
兵
庫
は
672
年
６
月
29
日
の
飛
鳥
古
京
の
攻
防
の
場
面
で
表
れ
る

施
設
で
あ
る
。
飛
鳥
で
は
飛
鳥
寺
西
に
近
江
側
留
守
司
の
高
坂
王
が
穂
積

臣
百
足
等
と
と
も
に
陣
営
を
張
り
、
百
足
は
「
小
墾
田
兵
庫
」
に
い
て
、

兵
を
近
江
に
運
ん
で
い
た
。
こ
の
陣
を
大
海
人
側
の
大
伴
連
吹
負
が
攻
撃

し
、
小
墾
田
兵
庫
に
い
た
百
足
を
飛
鳥
寺
西
の
槻
の
下
に
召
喚
し
た
。
こ

の
経
過
か
ら
、
飛
鳥
寺
西
に
飛
鳥
留
守
司
の
陣
営
が
あ
り
、
至
近
の
距
離

に
小
墾
田
兵
庫
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

小
墾
田
兵
庫
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
大
量
の
鉄
鏃
の

出
土
を
根
拠
と
し
て
石
神
遺
跡
近
辺
に
比
定
す
る
説
が
あ
り
（
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所1985

）、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
た
相
原
嘉
之
と
重
見
泰
の

研
究
が
あ
る
。
相
原
は
飛
鳥
地
域
の
地
名
比
定
か
ら
石
神
遺
跡
が
小
墾
田

の
地
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
示
し
、
石
神
遺
跡
の
調
査
所
見
を
ふ
ま
え
て
小

墾
田
兵
庫
を
石
神
遺
跡
Ｂ
期
遺
構
群
に
比
定
し
た（
相
原2011

）。た
だ
し
、

石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地
土
の
時
期
が
、
尾
野
ら
の
研
究
に
よ
り
「
飛
鳥
浄
御

原
宮
期
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
壬
申
の
乱
（
672
年
）
時
点
で
存
在
し
て

い
た
小
墾
田
兵
庫
と
石
神
遺
跡
Ｂ
期
遺
構
群
で
は
時
期
が
逆
転
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

筆
者
は
、小
墾
田
兵
庫
を
石
神
遺
跡
に
比
定
す
る
諸
説
に
賛
同
す
る
が
、

Ｂ
期
で
は
な
く
Ａ
期
段
階
の
遺
構
群
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
特
に
、
石

神
遺
跡
Ａ
３
期
西
区
画
を
み
る
と
南
北
80
ｍ
を
超
え
る
長
舎
に
囲
ま
れ
た

空
間
内
部
に
四
面
廂
建
物
が
数
棟
存
在
し
、
そ
の
南
部
に
総
柱
建
物

SB1701

・1702

が
あ
る
（
図
11
）。
長
舎
に
囲
ま
れ
た
ロ
の
字
形
の
空
間

内
に
総
柱
建
物
が
複
数
棟
存
在
す
る
点
は
、
他
の
ロ
の
字
形
の
空
間
（
小

田2020

）
と
比
較
す
る
と
特
異
で
あ
る）

11
（

。
筆
者
は
、
Ａ
３
期
西
区
画
南
部

は
当
初SB1900

の
前
庭
空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
段
階
（
仮

に
Ａ
４
期
と
す
る
）
にSB1701

・1702

を
建
て
小
墾
田
兵
庫
の
倉
庫
と

し
て
利
用
し
た
可
能
性
を
考
え
る
。
こ
れ
は
重
見
泰
の
見
解
と
も
同
じ
で

あ
る
（
重
見2007

）。

　

ま
た
、
石
神
遺
跡
第
４
次
調
査
で
は
「
藤
原
宮
期
」
と
報
告
さ
れ
る
土

坑
や
整
地
土
か
ら
100
本
以
上
の
鉄
鏃
を
は
じ
め
大
量
の
鉄
製
品
が
出
土
し

た
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所1985

）。
こ
の
「
藤
原
宮
期
」
の
土
坑
・

整
地
土
は
、SK

764

（
尾
野
ほ
か2017

）
を
含
む
よ
う
に
尾
野
ら
の
出
土

土
器
の
再
検
討
に
よ
っ
て
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
と
さ
れ
た
「
石
神
遺
跡
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図10　水落遺跡周辺遺跡分布図　1:8,000
（奈良文化財研究所2016を一部改変）

図11　�水落遺跡貼石遺構埋立土出土の
尾張産須恵器（尾野ほか2016）

図12　石神遺跡A３期遺構群遺構配置図　1:3,000（青木ほか2009）
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Ｂ
期
整
地
土
」
を
含
む
。
石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地
土
は
石
神
遺
跡
の
西
南
部

を
中
心
に
広
く
検
出
さ
れ
て
い
る
整
地
層
で
あ
り
（
森
川
・
大
澤

2018

）、
大
量
の
鉄
鏃
や
鉄
製
品
も
こ
の
整
地
土
に
関
連
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
石
神
遺
跡
Ａ
３
期
の
饗
宴
施
設
で
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
中
国
産
の
施
釉
陶
器
も
「
石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地
土
」
と
一
連
の
層
位

出
土
と
み
ら
れ
る
（
第
11
次
調
査
含
炭
褐
色
土
、
小
田2012b

）。

　

石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地
土
は
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
の
一
連
の
工
事
に
関

わ
る
と
評
価
さ
れ
る
が
（
尾
野
ほ
か2016
）、
そ
の
出
土
遺
物
は
饗
宴
施

設
（
Ａ
３
期
）
や
壬
申
の
乱
時
の
小
墾
田
兵
庫
（
Ａ
４
期
）
を
含
む
石
神

遺
跡
Ａ
期
遺
構
群
に
由
来
す
る
遺
物
を
含
む
可
能
性
が
高
い
。

　

さ
ら
に
、
水
落
遺
跡
の
漏
刻
廃
絶
後
の
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
ふ
い
ご

羽
口
や
と
り
べ
・
鉄
滓
は
、
石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地
土
と
関
連
が
深
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（
尾
野
ほ
か2016

）。
石
神
遺
跡
Ａ
３
期
遺
構
群
と
水
落

遺
跡
の
漏
刻
が
同
時
期
で
あ
る
か
ら
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所1991
、

奈
良
文
化
財
研
究
所2011

）、
こ
れ
ら
の
遺
構
を
覆
う
石
神
遺
跡
Ｂ
期
整

地
土
と
水
落
遺
跡
貼
石
遺
構
埋
立
土
と
の
関
係
に
矛
盾
は
な
く
、
両
者
の

関
連
性
は
頷
け
る
。
よ
っ
て
、
貼
石
遺
構
埋
立
土
が
石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地

土
と
同
様
、
壬
申
の
乱
時
の
小
墾
田
兵
庫
周
辺
で
使
用
さ
れ
た
遺
物
を
含

む
可
能
性
は
考
え
得
る
。

（
３
）
尾
張
産
須
恵
器
杯
Ｈ
の
由
来
に
つ
い
て

　

筆
者
は
、
水
落
遺
跡
貼
石
遺
構
埋
立
土
の
尾
張
産
須
恵
器
杯
Ｈ
を
壬
申

の
乱
時
の
小
墾
田
兵
庫
や
飛
鳥
寺
西
の
軍
営
と
関
連
し
て
位
置
づ
け
た
い

と
考
え
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
６
月
27
日
に
不
破
郡
家
に
入
っ
た
大
海
人
皇

子
の
も
と
に
、
尾
張
国
司
守
小
子
部
連
鉏
鉤
が
「
二
万
の
衆
」
を
率
い
て

帰
順
し
た
。「
二
万
」
の
数
は
文
飾
と
し
て
も
、
尾
張
国
内
か
ら
徴
集
さ

れ
た
多
数
の
兵
士
が
大
海
人
軍
に
従
軍
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
７
月

２
日
に
、
大
海
人
は
兵
士
を
３
方
面
に
分
け
、
紀
臣
阿
閉
麻
呂
・
多
臣
品

治
・
三
輪
君
子
首
・
置
始
連
菟
を
遣
わ
し
、「
数
万
の
衆
」
を
率
い
て
伊

勢
の
大
山
を
越
え
て
大
和
に
向
か
わ
せ
た
。こ
の
大
和
方
面
軍
は
そ
の
後
、

飛
鳥
古
京
や
奈
良
盆
地
を
舞
台
と
し
て
戦
闘
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、
大
和

に
向
か
っ
た
「
数
万
の
衆
」
が
飛
鳥
寺
西
の
軍
営
や
小
墾
田
兵
庫
周
辺
に

滞
在
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
中
に
小
子
部
連
鉏
鉤
が
率
い
た
尾

張
出
身
の
兵
士
が
振
り
分
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
壬
申
の
乱
の
時
点
す
な
わ
ち
「
飛
鳥
浄
御

原
宮
期
」
以
前
の
東
海
地
域
で
は
、「
律
令
的
土
器
様
式
」
の
杯
Ｂ
や
大

型
食
器
類
を
宮
都
に
大
量
供
給
す
る
体
制
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
段
階
の
尾
張
地
域
で
は
、
古
墳
時
代
以
来
の
伝
統
的
器
種
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で
あ
る
杯
Ｈ
を
主
体
と
し
て
生
産
し
、
日
常
的
な
食
器
と
し
て
使
用
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尾
張
地
域
出
身
の
兵
士
が
杯
Ｈ
を
携
え
て
従
軍
し

て
い
た
蓋
然
性
は
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
土
器
様
式
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
『
日
本
書
紀
』

の
記
述
や
飛
鳥
の
遺
跡
・
遺
構
の
状
況
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
貼
石
遺
構

埋
立
土
か
ら
出
土
し
た
尾
張
産
須
恵
器
杯
Ｈ
が
、
壬
申
の
乱
の
際
に
飛
鳥

古
京
方
面
に
従
軍
し
た
尾
張
出
身
の
兵
士
が
持
ち
込
ん
だ
什
器
で
あ
っ
た

と
み
る
解
釈
も
可
能
で
あ
る）

11
（

。

お
わ
り
に

　
『
日
本
書
紀
』
の
時
代
は
、
律
令
国
家
の
成
立
に
向
か
い
列
島
社
会
が

大
き
く
転
換
す
る
時
代
で
あ
る
。
飛
鳥
時
代
は
古
代
の
開
始
期
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
が
、
当
該
期
は
古
墳
時
代
の
終
末
と
古
代
の
始
ま

り
と
い
う
２
つ
の
時
代
の
転
換
期
で
あ
り
、
古
墳
時
代
社
会
か
ら
ど
の
よ

う
な
過
程
を
経
て
律
令
社
会
へ
と
転
換
す
る
の
か
と
い
う
視
点
で
捉
え
る

必
要
が
あ
る
。

　

飛
鳥
の
み
な
ら
ず
列
島
各
地
に
お
い
て
も
古
墳
時
代
以
来
の
伝
統
的
な

生
活
様
式
・
社
会
構
造
が
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
法
制
度
や
社
会
規
範
等

を
導
入
し
た
宮
都
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
古

代
的
な
生
活
様
式
・
社
会
構
造
へ
と
変
容
し
て
い
た
の
か
を
描
き
出
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
遺
跡
・
遺
構
・
遺
物
か
ら
新
規
の
要
素

や
伝
統
的
要
素
を
抽
出
し
、
そ
の
変
化
の
過
程
を
明
ら
か
に
で
き
る
考
古

学
の
手
法
は
強
い
利
点
を
持
つ
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
で
は
西
弘
海
が
先
駆
け
た
土
器

様
式
研
究
の
発
展
を
試
み
た
。
今
後
は
こ
の
方
法
を
洗
練
さ
せ
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
考
古
資
料
も
含
め
て
、
広
く
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　
『
日
本
書
紀
』
を
語
る
上
で
考
古
学
が
寄
与
す
る
可
能
性
は
大
き
い
と

考
え
る
。
引
き
続
き
研
究
を
進
め
た
い
。
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。
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は
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が
奈
良
文
化
財
研
究
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在
籍
時
に
、
本
稿

の
内
容
と
も
深
く
関
わ
る
飛
鳥
編
年
お
よ
び
飛
鳥
の
土
器
に
関
す
る
諸
方

面
に
わ
た
る
筆
者
と
の
議
論
に
粘
り
強
く
お
付
き
合
い
頂
い
た
。
記
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
稿
に
お
け
る
理
解
不
足
が
あ
れ
ば
す

べ
て
筆
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
。
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な
お
、
本
稿
の
成
果
の
一
部
は
科
学
研
究
費
課
題
番
号18K

01080

お

よ
び
課
題
番
号20H

01354

を
含
む
。

註（
１
） 

本
稿
で
は
、
器
形
の
種
類
の
略
語
と
し
て
器
種
の
語
を
利
用
す
る
。
ま
た
、
飛
鳥

時
代
の
土
師
器
・
須
恵
器
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
よ
り
器
種
分
類
名
が
与
え
ら

れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
（
奈
良
文
化
財
研
究
所2017

）。

（
２
） 「
飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
」
の
用
語
を
使
用
す
る
が
、
あ
く
ま
で
飛
鳥
Ⅰ
・

Ⅱ
の
土
器
様
式
に
対
す
る
仮
称
で
あ
る
（
小
田2016b

）。
筆
者
は
こ
の
土
器
様
式

を
「
古
墳
時
代
終
末
期
の
土
器
様
式
」
と
も
捉
え
て
い
る
が
（
小
田2018

）、
そ

の
前
段
階
に
当
た
る
古
墳
時
代
の
土
器
様
式
に
つ
い
て
の
分
析
と
比
較
検
討
が
未

了
で
あ
り
、
そ
の
当
否
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
古
墳
時
代
か
ら
古
代
全
般

を
通
し
た
土
器
様
式
研
究
の
深
化
が
急
務
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
３
） 

西
弘
海
は
飛
鳥
Ⅰ
・
Ⅱ
が
律
令
的
土
器
様
式
に
該
当
す
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
、
飛
鳥
Ⅰ
・
Ⅱ
の
土
器
群

の
中
に
「
金
属
器
指
向
型
」
の
器
種
と
金
属
器
を
指
向
し
な
い
杯
Ｈ
を
は
じ
め
と

す
る
古
墳
時
代
以
来
の
器
種
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
金
属
器
指
向
」
を

様
式
標
徴
と
す
る
同
一
の
土
器
様
式
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
躊
躇
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
小
田2016b

）。
筆
者
の
「
飛
鳥
時
代
前
半
期
土
器
様
式
」

の
提
唱
は
、
こ
の
問
題
点
を
解
決
し
う
る
と
考
え
る
。

（
４
） 

金
属
製
鋺
を
模
倣
し
た
有
蓋
台
付
椀
形
態
の
受
容
と
い
う
視
点
で
百
済
・
新
羅
の

土
器
を
見
る
と
、
百
済
の
有
蓋
台
付
椀
は
蓋
と
身
の
セ
ッ
ト
関
係
を
重
視
し
て
い

る
の
に
対
し
、新
羅
の
有
蓋
台
付
椀
は
蓋
と
身
の
セ
ッ
ト
関
係
が
明
瞭
で
は
な
く
、

口
径
が
合
う
蓋
を
被
せ
て
い
る
。
こ
の
蓋
と
身
の
セ
ッ
ト
関
係
の
強
弱
か
ら
み
る

と
、
日
本
の
杯
Ｂ
は
新
羅
と
共
通
す
る
（
小
田2016a

）。
飛
鳥
Ⅲ
に
お
け
る
土
器

様
式
の
転
換
の
背
景
と
し
て
亡
命
百
済
人
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（
西
口
・

玉
田2001

）、
筆
者
は
新
羅
の
影
響
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
５
） 

こ
の
尾
野
の
研
究
史
理
解
お
よ
び
基
本
姿
勢
は
以
下
に
論
じ
る
筆
者
の
意
見
と
の

相
違
に
深
く
関
わ
る
。
概
し
て
尾
野
は
土
器
群
へ
の
暦
年
代
観
付
与
と
「
高
精
度
」

の
編
年
の
確
立
を
重
視
す
る
。

（
６
） 

飛
鳥
Ⅲ
の
土
器
様
相
を
示
す
土
坑
出
土
資
料
で
あ
る
田
原
本
町
保
津
・
宮
古
遺
跡

SK
05

・2125

、
大
和
郡
山
市
高
月
遺
跡SX

01

で
は
須
恵
器
杯
Ｈ
が
出
土
し
て
い

な
い
（
小
田2016b

）。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
使
用
時
に
お
け
る
杯
Ｈ
と
杯
Ｂ
の

排
他
的
な
関
係
を
類
推
で
き
る
。
一
方
で
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
五
坪
の
廃
棄

土
坑SK

11240

か
ら
は
奈
良
時
代
前
半
の
土
器
と
と
も
に
杯
Ｈ
が
１
点
出
土
し
て

い
る
（
奈
良
文
化
財
研
究
所2019

）。
こ
れ
を
混
入
と
み
る
か
残
存
と
み
る
か
は
、

同
時
期
の
「
一
括
遺
物
」
に
お
い
て
「
共
伴
関
係
」
が
重
ね
て
観
察
で
き
る
か
ど

う
か
に
よ
る
だ
ろ
う
。

（
７
） 

尾
野
は
大
官
大
寺
下
層SK

121

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
土
師
器
杯
Ｃ
に
や
や
新

し
い
様
相
を
見
て
天
武
朝
（
672
～
686
）
初
期
の
土
器
群
と
み
な
す
こ
と
も
「
不
可

能
で
は
な
い
」
と
す
る
（
15
頁
）。
そ
し
て
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
２
年
（
673
）

の
「
造
高
市
大
寺
司
」
任
命
記
事
と
、
高
市
大
寺
を
文
武
朝
大
官
大
寺
の
下
層
に

想
定
す
る
大
脇
潔
の
説
を
引
用
し
（
大
脇2014

）、SK
121

を
は
じ
め
と
す
る
大

官
大
寺
下
層
遺
構
を
「
造
高
市
大
寺
司
」
関
連
遺
構
と
解
釈
す
る
。
暦
年
代
や
遺

構
の
性
格
を
示
唆
す
る
出
土
文
字
史
料
を
も
た
な
いSK

121

の
遺
構
解
釈
と
し
て

は
一
考
に
値
す
る
が
、「
高
市
大
寺
」
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
古
代
史
・
考
古

学
の
立
場
か
ら
現
在
も
論
争
が
続
い
て
い
る
（
小
澤2003

・2019

、
木
下2005

、

風
間2010

、
西
本2011

）。
大
脇
の
文
武
朝
大
官
大
寺
下
層
説
は
、
そ
の
中
の
一

説
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
高
市
大
寺
お
よ
び
大
寺
司
の
所

在
地
は
土
器
の
暦
年
代
観
の
み
で
解
決
で
き
る
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
。

（
８
） 

森
川
は
大
官
大
寺SK

121

土
器
群
の
口
径
分
布
が
サ
ン
プ
ル
数
の
多
い
石
神
遺
跡
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Ｂ
期
整
地
土
出
土
土
器
群
の
口
径
分
布
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
排
他
的
な
関
係

に
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
無
理
を
し
な
い
と
の
評
価
で
あ
る
（
森
川

2019
）。
飛
鳥
Ⅲ
と
飛
鳥
Ⅳ
を
積
極
的
に
同
じ
様
相
と
み
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
９
） 「
か
え
り
」
な
し
の
杯
蓋
に
比
べ
て
「
か
え
り
」
が
あ
る
杯
蓋
は
、
製
作
時
に
「
か

え
り
」
を
作
り
出
す
ひ
と
手
間
が
か
か
り
、
使
用
時
に
お
い
て
も
「
か
え
り
」
径

に
合
う
口
径
の
身
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、む
し
ろ
不
合
理
と
も
い
え
る
。

（
10
） 

出
現
当
初
の
杯
Ｂ
は
高
台
が
高
い
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
壺
類
の
脚
部
を

付
け
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
新
器
種
で
あ
る
「
杯
Ｂ
」
に
つ
い
て
、
宮

都
近
隣
の
須
恵
器
窯
で
は
「
口
径
・
器
高
を
拡
大
し
、
脚
台
を
つ
け
た
杯
Ｇ
」
と

の
認
識
で
製
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
森
川
に

よ
り
蓋
が
付
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
須
恵
器
杯
Ａ
（
杯
Ｇ
ｂ
群
、
森
川

2019

）
は
、
ま
さ
し
く
「
口
径
を
拡
大
し
た
杯
Ｇ
」
で
あ
る
。

（
11
） 

筆
者
は
旧
稿
で
須
恵
器
杯
蓋
に
み
ら
れ
る
「
か
え
り
」
の
有
無
に
つ
い
て
、
別
系

統
の
器
種
交
替
を
示
す
の
で
は
な
い
か
考
え
た
（
小
田2014b

）。
器
種
交
替
の
当

否
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、「
か
え
り
」
の
有
無
が
生
産
地
の
違
い
を
示
す
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
異
な
る
「
製
作
指
示
」
方
法
が
反
映
し
て
い

た
可
能
性
を
考
え
た
い
。

（
12
） 

飛
鳥
Ⅲ
を
律
令
的
土
器
様
式
の
「
萌
芽
的
成
立
」
と
す
る
従
来
の
評
価
（
西
口
・

玉
田2001

）
を
支
持
す
る
解
釈
で
あ
る
。

（
13
） 

こ
の
年
代
観
は
大
官
大
寺
下
層SK
121

と
藤
原
京SE2355

の
両
土
器
群
が
属
す
る

段
階
に
つ
い
て
の
尾
野
の
仮
定
暦
年
代
（
660
～
675
年
頃
）
と
も
整
合
す
る
。

（
14
） 

こ
の
食
器
構
成
の
充
実
化
の
過
程
で
森
川
が
指
摘
す
る
藤
原
宮SD

2300
の
食
器

構
成
原
理
の
変
化
（
森
川2019

）
が
起
こ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
15
） 

森
川
の
計
量
的
分
析
で
は
、
デ
ー
タ
の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
口
径
復
元
の
誤
差

が
出
に
く
い
１
／
４
以
上
（
参
考
値
と
し
て
は
１
／
６
以
上
）
の
破
片
を
分
析
対

象
と
し
て
い
る
た
め
、
各
土
器
群
の
点
数
は
実
際
の
出
土
点
数
を
意
味
し
な
い
。

一
方
、
土
器
組
成
の
分
析
に
お
い
て
は
土
器
群
中
の
各
器
種
・
型
式
の
量
比
と
存

否
が
検
討
項
目
で
あ
る
か
ら
、
１
／
６
未
満
の
破
片
も
含
め
た
実
際
の
出
土
点
数

が
重
要
で
あ
る
。

（
16
） 

同
様
の
意
図
の
も
と
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
器
種
構
成
の
変
遷
を
表
す
表
を
作
成

し
た
（
小
田2016b

、
別
表
）。
し
か
し
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
各
報
告
書
の
図
版
や

組
成
表
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
セ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
適
用
と
し
て
は
不
十

分
で
あ
る
。
古
代
宮
都
で
大
量
に
出
土
す
る
土
器
の
う
ち
、
時
期
を
認
め
や
す
い

食
器
類
や
特
徴
的
な
遺
物
が
優
先
的
に
抽
出
・
図
化
・
報
告
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

現
状
で
は
セ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
奈
良
文
化
財
研

究
所
で
は
各
基
準
資
料
の
再
整
理
と
検
討
を
進
め
て
お
り
（
西
口
・
玉
田2001

、

高
橋2012

、
小
田2012a

・2017

、
若
杉2018

）、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
問

題
提
起
を
起
爆
剤
と
し
て
、
土
器
群
全
体
を
対
象
と
し
た
報
告
と
研
究
の
機
運
が

よ
り
一
層
高
ま
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
17
） 

筆
者
は
旧
稿
に
お
い
て
飛
鳥
の
土
器
編
年
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
（
小
田

2014b

）。
筆
者
の
認
識
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
尾
野
ら
に
よ
り
計
量
的
分
析

に
も
耐
え
う
る
良
好
な
資
料
が
提
示
さ
れ
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
一
部
の
資
料
お
よ

び
表
現
方
法
を
更
新
し
た
い
。
な
お
、
前
稿
と
の
大
き
な
違
い
は
飛
鳥
Ⅰ
の
古
段

階
に
位
置
づ
け
て
い
た
川
原
寺
下
層
土
器
群
を
、
山
田
寺
下
層
土
器
群
と
同
様
相

と
み
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
澤
・
森
川
の
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
修
正
し
た
い
。

（
18
） 

筆
者
は
従
来
無
蓋
器
種
と
さ
れ
て
い
た
奈
文
研
分
類
杯
Ａ
に
蓋
が
付
く
と
す
る
森

川
の
指
摘
（
森
川2019

）
を
支
持
す
る
。
筆
者
は
飛
鳥
Ⅲ
の
須
恵
器
を
焼
成
し
た

奈
良
市
歌
姫
西
窯
跡
出
土
杯
蓋
の
口
径
分
布
お
よ
び
無
台
杯
外
面
の
降
灰
の
観
察

か
ら
杯
Ａ
に
蓋
が
付
く
可
能
性
を
考
え
た
（
小
田2014a

）。
森
川
の
指
摘
は
、
消

費
地
で
あ
る
飛
鳥
中
枢
部
で
も
杯
Ａ
に
蓋
が
付
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と

理
解
す
る
。
今
後
は
杯
Ａ
と
杯
Ｇ
は
蓋
の
有
無
で
は
な
く
、
無
台
杯
と
い
う
一
つ

の
大
形
式
の
中
で
器
種
細
分
の
是
非
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、

無
台
杯
の
丸
底
、
平
底
と
い
う
視
点
が
重
要
と
考
え
る
。

（
19
） 
杯
Ｈ
身
の
点
数
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
杯
Ｈ
蓋
は
無
台
杯
（
杯
Ｇ
／
Ａ
）
や
壺
蓋
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と
の
見
分
け
が
難
し
い
も
の
が
あ
る
た
め
排
し
た
。

（
20
） 

こ
れ
は
保
守
的
な
性
格
が
想
定
さ
れ
る
墳
墓
副
葬
土
器
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
古

墳
副
葬
土
器
の
組
成
に
違
い
が
生
じ
る
こ
と
は
十
分
に
想
定
で
き
る
。
ま
た
杯
Ｂ

な
ど
の
「
律
令
的
土
器
様
式
」
に
属
す
る
土
器
が
副
葬
さ
れ
る
古
墳
の
性
格
に
も

注
目
す
べ
き
で
あ
る
（
小
田2018

）。

（
21
） 

図
10
─
12
・
13
は
報
告
書
で
は
出
土
層
位
お
よ
び
出
土
地
点
を
根
拠
に
、
水
落
遺

跡
Ｂ
期
以
降
の
遺
物
と
判
断
さ
れ
て
い
る
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所1995

）。

（
22
） 

長
舎
内
部
に
複
数
の
総
柱
建
物
が
あ
る
類
例
と
し
て
、
鎌
倉
郡
衙
と
み
ら
れ
る
神

奈
川
県
今
小
路
西
遺
跡
Ⅱ
期
遺
構
が
あ
る
。

（
23
） 

こ
れ
は
先
に
指
摘
し
た
水
落
遺
跡
貼
石
遺
構
埋
立
土
出
土
土
器
群
の
組
成
の
特
異

性
を
説
明
す
る
と
同
時
に
、
石
神
遺
跡
Ｂ
期
整
地
土
＝
「
飛
鳥
浄
御
原
宮
期
」
以

降
、「
律
令
的
土
器
様
式
」
に
属
す
る
東
海
産
須
恵
器
を
宮
都
に
大
量
供
給
し
た

と
み
る
尾
野
と
筆
者
の
先
の
想
定
と
も
矛
盾
し
な
い
解
釈
で
あ
る
。
な
お
、
石
神

遺
跡
に
つ
い
て
は
現
在
報
告
書
を
作
成
中
で
あ
り
、
概
報
や
尾
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。
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